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11月23日に丹原文化会館で開催した

「第９回西条獅子舞フェスティバル」

には、ゲストを合わせて11団体が参加。

舞台での熱演に会場は、大きな拍手に

包まれていました。

　　　（写真：妙口原獅子舞保存会）
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公的年金等の申告相談会　ほか

第10回公民館フェスティバル第10回公民館フェスティバル

2014年を振り返って　西条市の主な出来事2014年を振り返って　西条市の主な出来事

新年のごあいさつ新年のごあいさつ

栄典受章、各種表彰　ほか栄典受章、各種表彰　ほか

「津波避難ビル」を指定しました「津波避難ビル」を指定しました

西条秋まつり写真コンテスト入賞作品紹介西条秋まつり写真コンテスト入賞作品紹介

公的年金等の申告相談会　ほか

市長コラム「キャッチボール」　ほか市長コラム「キャッチボール」　ほか

今月の報告、市税の前納報奨金制度廃止　ほか今月の報告、市税の前納報奨金制度廃止　ほか
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
初
春
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
限
り
な
い
ご

清
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
年
頭
に
あ
た
り
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、

「
豪
雪
」
に
始
ま
り
「
８
月
豪
雨
」
「
御
嶽

山
噴
火
」
「
長
野
県
北
部
地
震
」
と
い
っ
た

大
規
模
な
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
た
一

年
で
し
た
。
特
に
西
日
本
に
お
い
て
は
洪
水
、

土
砂
災
害
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
自
然
の
猛
威
に
対
し
予
測

の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
す
と
と
も
に
、
改
め

て
防
災
体
制
の
確
立
を
旨
に
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
行
政
を

預
か
る
者
と
し
て
の
第
一
の
責
務
で
あ
る
と

痛
感
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
に
目
を
向

け
ま
す
と
、
国
の
経
済
対
策
の
地
方
へ
の
波

及
や
景
気
回
復
を
実
感
す
る
ま
で
に
は
未
だ

至
ら
ず
、
円
安
を
背
景
と
し
た
輸
出
関
連
産

業
の
業
績
に
光
明
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
原

材
料
価
格
の
高
騰
や
消
費
税
増
税
に
よ
る
企

業
会
計
、
家
計
へ
の
影
響
は
看
過
で
き
な
い

も
の
が
あ
り
、
地
方
経
済
の
現
状
は
、
依
然

厳
し
い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
本
市
に
お
い
て
は
、
「
東

予
港
耐
震
強
化
岸
壁
事
業
化
」
「
国
営
緊
急

農
地
再
編
整
備
事
業
推
進
室
設
置
」
「
内
閣

府
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
事
業
選
定
」

等
、
国
の
支
援
を
得
て
将
来
の
西
条
市
の
発

展
を
支
え
る
大
規
模
事
業
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
国
に
お
い
て
今
後
本
格
化

す
る
「
地
方
創
生
」
関
連
施
策
を
着
実
に
導

入
、
活
用
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
、
地
域
・

地
方
経
済
の
活
性
化
と
い
っ
た
諸
課
題
に
対

し
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
合
併
後
10
周
年
を
迎
え
、
各
種
記

念
事
業
を
実
施
し
つ
つ
一
体
感
の
さ
ら
な
る

醸
成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、

11
月
１
日
の
記
念
式
典
に
お
い
て
は
「
西
条

市
民
憲
章
」
が
披
露
さ
れ
、
市
民
の
皆
様
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
新
た

な
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
「
創
ろ
う　

最
上
の
ま
ち
西
条

を
！
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
掲
げ
、
「
人
が
つ
ど
い
、
ま
ち
が
輝
く
、

快
適
環
境
実
感
都
市
」
の
実
現
に
向
け
邁
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様

の
こ
の
上
な
が
ら
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
方

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成

27
年
の
初
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧

年
中
は
市
議
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
皆

様
方
の
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
の
社
会
経
済
情
勢
は
、
政
府

の
経
済
政
策
に
よ
り
、
輸
出
企
業
を
中
心
に

大
企
業
の
業
績
は
好
転
し
、
雇
用
情
勢
の
改

善
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、
地
方
経
済
に
は
恩

恵
が
及
ば
ず
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
若
年
女
性
の
激
減
に

よ
り
、
２
０
４
０
年
に
自
治
体
の
約
半
数
が

消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
民
間
推
計
が

地
方
に
衝
撃
を
与
え
、
人
口
減
社
会
へ
の
対

応
が
地
方
自
治
体
の
差
し
迫
っ
た
課
題
で
あ

る
こ
と
が
、
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
、
「
地

方
創
生
」
を
掲
げ
、
人
口
減
対
策
や
地
方
活

性
化
に
取
り
組
み
始
め
て
お
り
ま
す
。
本
市

に
お
き
ま
し
て
も
、
中
長
期
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
し
て
、
第
２
期
西
条
市
総
合
計

画
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆

様
の
意
見
や
思
い
を
的
確
に
反
映
し
た
市
政

を
実
現
す
る
べ
く
、
市
政
運
営
に
対
す
る
監

視
と
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
市
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
や
そ
の
解
決
に
向
け
た
政
策
を

積
極
的
に
提
言
す
る
な
ど
、
市
の
将
来
都
市

像
で
あ
る
「
人
が
つ
ど
い
、
ま
ち
が
輝
く
、

快
適
環
境
実
感
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、
最

大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ

し
、
議
会
の
活
性
化
に
議
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
ご
健
勝
で
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

市
議
会
の

さ
ら
な
る
活
性
化
へ
！



１月

12日　耐寒マラソン大会、成人式
14日　株式会社大屋と災害時等の医薬品等供給協力
　　　等に関する協定を締結
19日　ちびっこ駅伝大会
　　　第９回西条市公民館フェスティバル
22日　市政懇談会～市長とキャッチボール～
　　　公民館単位で西条公民館を皮切りにスタート
27日　西条更生保護サポートセンター開設

２月
１・２日　第１回総合６次産業都市推進会議
２日　駅伝競争大会（東予会場）
６日　四国電力株式会社と災害時協力協定を締結
７日　愛媛県森林組合連合会・宇摩森林組合・いし
　　　づち森林組合と災害時における物資供給協力
　　　に関する協定を締結
８日　西条市人権・同和教育研究大会
12日～　太成学院大学女子ソフトボール部を皮切り
　　　に、16チームが市内で春季合宿
14日　髙野進先生授業ゆめプラン

３月
１・２日　椿一輪展　　２日　市民の森　梅まつり
16日　消防観閲式
20日　「千の風になったあなたへ贈る手紙　第２章」
　　　『千の風物語』表彰式・受賞作品朗読イベント
26日　道前平野土地改良区と災害時における農業用
　　　水供給協力に関する協定を締結
27日　「アサヒビール感謝の森」森林づくり活動協定締結
31日　西条市役所新館開庁式

４月

１日　東予港（中央地区）耐震強化岸壁事業化決定
14日　四国初の国営ほ場整備に向けて、国営緊急農
　　　地再編整備事業推進室を開設
23日　西条市防災対策研究協議会の提言書手交式
25日　⑩公募した合併10周年記念で使用するシンボ
　　　ルマーク・キャッチフレーズの表彰式
29日　⑩第14回産業文化フェスティバル、第10回健
　　　康ふれ愛＆福祉フェスティバル、観光交流セ
　　　ンターお土産・特産品・鉄道グッズ販売開始

５月
２日　国内初のキウイフルーツかいよう病（Psa3系
　　　統）の発生を確認
６日　ハンドボール教室
25日　第14回西条市立て干し網
29日　国の地域活性化モデルケースに「四国経済を牽
　　　引する総合６次産業都市『西条市』」が選定

▲市政懇談会～市長とキャッチボール～（１月22日～７月17日）
　　地域の課題や市政の推進状況について、市長と対話のキャッチ
　ボールをする市政懇談会。

▲『千の風物語』表彰式
・受賞作品朗読イベント
（３月20日）

　全国募集し、話題を呼ん

だ「千の風になったあなた

へ贈る手紙」の表彰式と受

賞作品朗読イベント。荒井

満さんなどを迎え、受賞者

の皆さんのほか、全国から

多くの方が来場。

四国鉄道文化館南館開館（７月20日）
　南館は、Ｃ57形蒸気機関車、
キハ65形急行用気動車、DE10形
ディーゼル機関車、GCT01－201
軌間可変電車の実物の鉄道車両
４両のほかに、四国４県の特徴
ある沿線風景を再現した列車運
転体験ジオラマもあり、幅広い
年齢層の方が楽しめ、鉄道を学
べる施設となっています。

⑩…合併10周年記念事業関係

▲西条市役所新館開庁式
　（３月31日）

▲合併10周年シンボルマーク
　（４月25日）

開館セレモニー開館セレモニー 列車運転体験ジオラマ列車運転体験ジオラマ

南館車両展示場南館車両展示場

西条公民館（１月22日） 三芳公民館（７月17日）西条公民館（１月22日） 三芳公民館（７月17日）

4広報さいじょう　2015　 １月号

振り返って振り返って振り返って

６月

２日　子育て支援センター「元気にこにこ堂」開設
２日～　山岳競技体験教室（石根小・禎瑞小・橘小
　　　・小松中・小松小・小松高・氷見小）
17日　西条市水防訓練
27日　株式会社伊藤園と災害時応援協定を締結

７月

３日　2014FIFAワールドカップブラジル大会に出場
　　　した長友佑都選手に「きらめき水都賞」贈呈
13日　おかげん祭市民花火大会
19日　漫画家つだゆみさんトークショー
19日～　岡山大学医学部硬式テニス部を皮切りに、
　　　17チームが市内で夏季合宿



７月

20日　四国旅客鉄道株式会社と四国鉄道文化館に関
　　　する連携協定を締結、四国鉄道文化館南館開
　　　館セレモニー・⑩南館開館記念シンポジウム
20日～　⑩石鎚山登頂記念証交付（９月19日終了）
22日　⑩夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会
23・30日　うちぬき倶楽部情報交換会（東京・大阪）
26・27日　⑩小松町ふるさと祭り
29日　四国積水工業株式会社と災害時応援協定を締結
29日　第96回全国高等学校野球選手権愛媛大会で、
　　　小松高等学校野球部が初優勝。甲子園初出場。

８月
１日　西部ウイングサポートセンターオープン
５～７日　⑩丹原七夕夏まつり
11日　⑩中学生議会、愛顔（えがお）つなぐえひめ
　　　国体・えひめ大会西条市実行委員会を設立
17日　市民納涼花火大会
19～22日　平成26年度全国中学校体育大会第44回全
　　　国中学校バドミントン大会が西条市で開催
21日　世界に羽ばたけ市之川の輝安鉱シンポジウム
24日　夏彩祭2014
27日　⑩公募したご当地オリジナルナンバープレー
　　　トデザインの発表・表彰式
31日　西条市総合防災訓練（東消防署管内）

９月

７日　⑩第10回市民総合体育大会
16日　株式会社ゼンリンと災害時応援協定を締結
18日　柔道世界選手権2014チェリャビンスク大会で優
　　　勝した宇髙菜絵選手に「きらめき水都賞」贈呈
19日　河原津沖合でカブトガニ成体を18年ぶりに発見
22日～　市長とキャッチボール～上・下水道料金の
　　　見直しについて～スタート（10月10日まで）
27日　西条市文化講演会

10月

１～28日　新幹線開業50周年関連イベント「追憶の
　　　十河信二写真展」開催
２日　愛媛県と大規模災害発生時広域防災協定を締結
12日　2014トーチランinえひめ・西条大会
26日　第13回西条市レクリエーション大会
30日　株式会社サンライズ西条加工センター農産物
　　　加工工場竣工式

11月

１日　⑩合併10周年記念式典・市民憲章制定
　　　⑩グルメ＆ゆるキャラ　FESTA・パフォーマ
　　　ンスLIVE
　　　⑩未来への手紙：タイムカプセル開封
１・２日　⑩第34回東予地域文化祭
２日　⑩東予地区米まつり・魚まつり
２日　第10回西条市少年消防クラブ大会
８・９日　⑩第57回西条市産業祭
８・９日　第65回西条地域秋季市民芸術文化祭
８・９日　⑩第35回小松文化祭
10日　愛媛東予クレーン協同組合と災害時応援協定締結
23日　⑩第９回西条獅子舞フェスティバル

12月

６～９日　鉄道ホビートレイン特別展示
７日　⑩丹原町産業まつり
７日　西条市総合防災訓練（西消防署管内）
13・14日　西条市ソフトボール少年女子交流大会

振り返って振り返って振り返って2014年を2014年を2014年を

▲ 西部ウイングサポート
　センターオープン
　（８月１日）

　成長・発達に不安がある

子どもたちが、地域におい

て豊かに生きていくために

必要な支援をする施設とし

て東部地域だけでなく、西

部地域にも開設。

▲宇髙菜絵選手にきらめき水
　都賞を贈呈（９月18日）

市民憲章制定・合併10周年記
念イベント（11月１日）
　合併10周年を祝う記念式典に
おいて西条市民憲章を多くの皆
さんの前でお披露目しました。
　記念イベントでは、おいしい
グルメを堪能したり、ゆるキャ
ラたちと遊んだり、ステージパ
フォーマンスを楽しんだりと、
約18,000人が満喫しました。

市民憲章紹介 ゆるキャラたち

多くの来場者

市民憲章紹介 ゆるキャラたち

多くの来場者

▲ 小松高等学校野球部（７月29日）
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▲石鎚山登頂記念証交付
　（７月20日～９月19日）

▲西条市総合防災訓練
　（東消防署管内）（８月31日）



　西条市連合自治会副会長、石田自治会
長等を務め、長年にわたり自治会活動を
通じて良好な地域社会の形成に多大な貢
献をされています。

自治会等

地縁による

団体功労者

総務大臣表彰

相原一義氏
（石田）

叙勲、各大臣表彰、各表彰

誠におめでとうございます厚生労働大臣表彰

　長年にわたり特別養護老人ホームにお
いて慰問活動等を実施し、その活動をと
おして地域福祉の向上に尽力されていま
す。

ボランティア

功労者

岩﨑多惠子氏
（大町）

　長年にわたり、保護司として職務に精
励され、更生保護活動の伸展と地区保護
司会の発展に多大な貢献をされています。

高木和幸氏
（喜多川）

更生保護功労

　長年にわたり、保護司として職務に精
励され、更生保護活動の伸展と地区保護
司会の発展に多大な貢献をされています。

久門正子氏
（壬生川）

更生保護功労

森　繁博氏
（氷見丙）

　長年にわたり、保護司として職務に精
励され、更生保護活動の伸展と地区保護
司会の発展に多大な貢献をされています。

更生保護功労

法務大臣表彰

越智義和氏（飯岡）

瑞宝単光章（消防功労）
叙勲

昭和35年から42年の長きにわたり、消防団業務
に精励され、この間、西条市消防団飯岡分団長
等の要職を歴任され、その豊かな消防精神をも
って住民の安全確保に多大な貢献をされました。

このたび、次の方が叙勲の栄誉に輝かれました

防火ポスター優秀作品発表

■西条市危険物安全協会長賞

　田村倫太郎（西条小学校）

　西条市消防本部と西条市危険物安全協会では、秋季全国火災

予防運動行事の一環として、防火ポスターを募集したところ、

市内の小学４年生115人から応募がありました。

　審査の結果、次の方々が受賞されました。（敬称略）

■優秀賞

　尾前　遼（西条小学校）

　安永一心（大町小学校）

　檜垣杏佳（玉津小学校）

　秦　万結（神戸小学校）

　永野悠斗（吉井小学校）

　福岡千春（庄内小学校）

田村倫太郎さんの作品

自衛官募集相談員が委嘱されました
　次の方々が平成26年11月15日から２年間、自衛官募集相談員

に委嘱されました。自衛官に関する相談事などがありましたら

お気軽にご相談ください。

校　区 住　　　所氏　名 電 話 番 号校　区 住　　　所氏　名 電 話 番 号

西条北

西条南

西条南

小　松

丹　原

東予東

東予西

河　北

横田雄二

坂東君良

岩城博年

徳永　皖

森川　昭

佐伯　桂

國廣　学

朔日市882－24

大町942－13

周布615－13

高田916－192

河原津甲957－2

小松町南川甲123－3

丹原町長野1032－1

0897－56－9633

小野　章 大町379－6 0897－55－6722

0897－55－4546

西条西 黒川博之 氷見乙1165－1 0897－57－9621

0898－64－5253

0898－66－1230

0898－66－3097

0898－68－6695

0898－72－2970
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公的年金等の申告相談会

公的年金等を受給されている皆さまへ
■税の申告にご注意ください

１　公的年金等の収入金額の合計額が400万円以

　下で、かつ、公的年金等以外の所得金額が20万

　円以下の場合には、所得税および復興特別所得

　税の確定申告の必要はありません。

　　還付を受けるためには、従来どおり税務署に

　確定申告をする必要があります。

２　所得税および復興特別所得税の確定申告の必

　要がない場合でも、市への市県民税申告は必要

　です。ご注意ください。

３　詳細は、市庁舎本館２階市民税課・各総合支

　所総務課税務係の窓口に備え付けのリーフレッ

　トをご覧ください。

　公的年金受給者を対象に、確定申告書の作成方法などをアドバイスします。

　下記のことに気をつけてご来場ください。

■問合せ　伊予西条税務署個人課税部門　TEL0897－56―3292

▼申告相談会の日時・場所

場　　所

東予総合支所３階

東予総合支所３階丹原・小松

対 象 地 区 日　　時

２月４日㈬　９時～16時

東　　予 ２月５日㈭～６日㈮　９時～16時

▼申告相談会で必要な書類や用具

○前年分をイータックスで申告された方は、「お知

　らせはがき」と申告時に封筒に入れてお渡しした

　送信票

○確定申告書（ない場合は当日お渡しします）

○平成26年分の公的年金、給与所得等の源泉徴収票

※公的年金以外に収入のある方は、その所得の計算

　に必要な書類など。

○国民健康保険税などの支払金額が分かる書類

○国民年金保険料などの支払いを証明する書類

○生命保険料や地震保険料などの控除証明書

○医療費の領収書など、所得控除に必要な書類

○還付金を受け取る場合、申告者名義の預貯金口座

　番号が分かるもの

○印章、筆記用具

※混雑を避けるため、地区ごとに申告相談会の日時

　を指定しておりますが、どうしても都合が悪い方

　は、公的年金等申告相談会の期間内の他の日時に

　来場されるか、２月16日㈪以
　降に各地区公民館等で、市が

　行います市県民税・国民健康

　保険税申告相談会にご来場く

　ださい。

※前年分をイータックスで申告した方で税務署から

　「お知らせはがき」が届いた方は、そのはがきを

　お持ちください。

※当日はかなり混雑しますので、医療費控除の明細

　書や収支内訳書等は事前に作成してきてください。

※当日は公的年金を受給されている方の申告相談を

　予定していますので、平成26年中に土地や株の譲

　渡があった方の申告相談はご遠慮ください。

　開庁時間中の改修工事になるため、来庁される皆さまには、

ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

西条市役所本館を改修します

■耐震改修　ＳＲＦ工法による改修

■内装改修　執務室や会議室等の改修

■外壁・屋上防水改修　外壁の改修・屋上防水の改修等

■改修期間　１月～９月（予定）

■問 合 せ　市庁舎新館２階　施設管理課　TEL0897－52－1589
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市長コラム
第24球

松山分水について

　　　　　　　　　　「松山分水への要請にはお応えできない」

　　　　　　　　　　昨年行われた愛媛県知事・松山市長選挙をうけて、取材要請

　　　　　　　　　により開いた記者会見の席上でお答えしました。

　　　　　　　　　　松山分水が議論され始めたのが、平成16年頃からです。私は前職の県議時代

　　　　　　　　　から「分水議論を早く終結させたい」と県議会本会議などで主張してきました。

その気持ちは、東日本大震災などを経て、なお強いものになっています。

　そして西条市長に就任して２年です。

　今度は市長として、市政懇談会や市長とキャッチボールな

どを通じて、改めて松山分水に対する市民の皆さんの気持ち

を確かめてきました。

　その結果、ほとんどの市民が私と同様に「松山分水には反

対する」との考えであることが分かりました。

　また今回の松山市長選挙などを通しても「西条市民の松山分水に反対する気持ちは、これからも

変わることはない」と強く感じました。

　今、市民の皆さんは、臨海地域での塩水化傾向やかんがい期の地下水位低下に不安を感じながら、

松山分水の議論の行く末を案じています。このようなことから、私は、先人から受け継いだ命の水

をしっかり守っていこうとする西条市民の尊い気持ちを大切にし、分水議論を終結させ、将来にわ

たって水の恵沢（けいたく）を享受できるよう、水を守る取

り組みを進めていきたいと強く決意しているところです。

　仮に平成６年のような大渇水が再び起きた際には、水の都

西条といえども渇水と向き合うことになりますが、命を救う

水に困窮する事態が発生すれば、これまでどおり松山市に対

してのみならず、できる限りの給水支援をしていくことは言

うまでもありません。

　松山分水の議論が始まってから10年、そろそろ次のステップに進む時期が来ています。

　区切りの時期として意志表明しておきたいと思います。

Ｗ60.00
Ｈ33.50

Ｗ60.00
Ｈ39.50

※「恵沢」の意味：めぐみ、恩恵

ようこそ市長室・移動市長室へ
　市長が、市民の皆さんの声を直接お聞きします。皆さんのご参加をお待ちしています。　市長が、市民の皆さんの声を直接お聞きします。皆さんのご参加をお待ちしています。

■対　　　象　市内各地域で活動する自治会などのグループや団体

■日時・場所　○１月22日㈭　９時～　丹原総合支所　○１月22日㈭　13時30分～　小松総合支所
　　　　　　　○１月23日㈮　９時～　東予総合支所　○１月23日㈮　13時30分～　本庁
■参 加 方 法　各開催日の10日前までに、本庁広報広聴課または、参加を希望される各総合支所総務

　　　　　　　課へ申し込みが必要です。各場所３団体程度、先着順。

　　　　　　　※１グループ当たり30分から１時間程度

■申　込　先　○市庁舎新館１階広報広聴課　広聴係　TEL0897－52－1493

　　　　　　　○東予総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－64－2700

　　　　　　　○丹原総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－68－7300

　　　　　　　○小松総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－72－2111

■対　　　象　市内各地域で活動する自治会などのグループや団体

■日時・場所　○１月22日㈭　９時～　丹原総合支所　○１月22日㈭　13時30分～　小松総合支所
　　　　　　　○１月23日㈮　９時～　東予総合支所　○１月23日㈮　13時30分～　本庁
■参 加 方 法　各開催日の10日前までに、本庁広報広聴課または、参加を希望される各総合支所総務

　　　　　　　課へ申し込みが必要です。各場所３団体程度、先着順。

　　　　　　　※１グループ当たり30分から１時間程度

■申　込　先　○市庁舎新館１階広報広聴課　広聴係　TEL0897－52－1493

　　　　　　　○東予総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－64－2700

　　　　　　　○丹原総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－68－7300

　　　　　　　○小松総合支所総務課　総務調整係　TEL0898－72－2111
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◇◆◇　入　選　◇◆◇

○石川美苗子（新居浜市）　　○田中　繁（飯岡）
○一色一成（２点）（円海寺）○戸田　登（小松町北川）
○井上　昭（松山市）　　　　○日野　清（２点）（新居浜市）
○上野登志（松山市）　　　　○福山美博（下島山）
○小澤　豊（広島県）　　　　○藤田　晃（天神）
○鍜治信良（新居浜市）　　　○矢野匡昭（２点）（禎瑞）
○神野英運（北条）　　　　　○山田富雄（古川）
○竹内良弘（松山市）　　　　○山台雄三（２点）（古川）
○田坂光司（福武）　　　　　○渡部一夫（新居浜市）

市
内
外
か
ら
２
２
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

▲

特
選
　
西
条
祭
振
興
会
長
賞

　「
御
立
ち
の
刻
」

　
田
中
　
繁
（
飯
岡
）

▲推薦　西条市長賞
 「名残りを惜しむ」　田坂光司（福武）

▲

特
選
　
西
条
市
観
光
協
会
長
賞
　

　「
豪
快
に
乱
舞
」

　
柳
生
利
博
（
新
居
浜
市
）

▲

準
特
選
　
「
神
輿
宮
入
り
」
　

　
　
　
　
　

神
野
英
運
（
北
条
）

▲準特選　「勇壮絢爛」
　　　　　福山美博（下島山）

▲準特選　「御輿そろい踏み」
　　　　　山田富雄（古川）

西
条
秋
ま
つ
り

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品

西
条
秋
ま
つ
り

写
真
コ
ン
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ス
ト
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賞
作
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「津波避難ビル」を指定しました

【津波避難ビルの位置】

　このたび当市は、株式会社マルイ（西条市ひう

ち、伊藤貴司代表取締役）と「津波避難ビルとし

ての使用に関する協定」を締結しました。

　この協定に基づいて、同社所有のマンションな

ど８棟を「津波避難ビル」に指定しました。

津波から身を守るためには

　鉄則は「すぐに避難」です。

　地震による強い揺れ、あるいは弱くてもゆっく

りとした揺れを感じたら、また、揺れがなくても

テレビやラジオで津波警報・注意報等を見聞きし

たら、自ら進んで避難してください。

　万が一、逃げ遅れたり、どうしても遠くまで避

難できない場合は、近くの津波避難ビル（３階以

上の階）などに避難し、津波警報・注意報等が解

除されるまで必ず避難を続けてください。

■避難時の注意

○協定の避難場所となっているスペース以外には

　居住者等の許可なく立ち入らないでください。

○津波避難ビルは、津波からの緊急的・一時的な

　避難場所です。津波警報・注意報等が解除され

　たら、速やかに自宅または避難所に移動してく

　ださい。

Ａ
Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ
Ｇ
Ｆ

Ｈ

①：所在地　②：避難場所　③：収容可能見込み人数

市庁舎新館５階　危機管理課

防災連携係　TEL0897ー52ー1267

問
合
せ

マルイポインセチア

①朔日市789ー２

②３～７階

　通路・エ

　レベータ

　ーホール

③171人

Ａ マルイブーゲンビリア

①朔日市789ー２

②３～８階

　通路・エ

　レベータ

　ーホール

③82人

Ｂ マルイビル

①朔日市781ー10

②３～４階廊下

③31人

Ｃ マルイレジデンス

①朔日市781ー10

②３～４階通路

③24人

Ｄ

マルイハイビスカス

①神拝甲577ー１

②３～６階通路・エレベ

　ーターホール

③132人

Ｅ マルイマーガレット

①神拝甲344ー１

②３～10階通路・エレベ

　ーター

　ホール

③256人

Ｆ マルイカトレア

①神拝甲355ー１

②３～10階

　通路・エ

　レベータ

　ーホール

③267人

Ｇ アサヒレジデンス

①明屋敷31

②３～４階通路

③31人

Ｈ
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今月の報告今月の報告

　11月10日、移動式クレーン作業を専門とする東

予地域内の22事業所で組織する愛媛東予クレーン

協同組合と「災害時における応急対策業務に関す

る協定」を締結しました。災害発生時には、建設

機械の応援出動、緊急車両の通行妨害となる車両

の除去などのご協力をいただきます。

　締結式で愛媛東予クレーン協同組合の増田忍理

事長が「大規模な広域災害が起きたときには、資

機材や労力を迅速に提供してインフラ機能を早期

に回復し、地域の安全・安心を確保したい」と述

べられました。

　市では今後も、災害への備えを強化するため、

民間事業者などとの協定締結を進めていきます。

■問合せ

　市庁舎新館５階　危機管理課

　防災連携係　TEL0897ー52ー1267

愛媛東予クレーン協同組合と災害時応援協定を締結しました

市税の前納報奨金制度廃止のお知らせ

　寒さが厳しいこの季節は石油ストーブなどの暖房

器具による火災が多く発生します。火災を防ぐため

に暖房器具の正しい取り扱い方法などを再認識して

おきましょう。

【暖房器具の火災を防ぐ３つのポイント】

①給油・移動のときは完全に火を消す！

　給油・移動をするときは、燃料がこぼれる場合もあり

危険なので、必ず火が消えたのを確認しましょう。

石油ストーブなど暖房器具による火災に注意しましょう！
②周囲にはものを置かない！

　スプレー缶などをストーブやファンヒーターの近くに

放置すると破裂や爆発する恐れがあります。カーテンや

衣類、布団などの近くでは使わないようにしましょう。

③人のいる場所で使う！

　寝ているときに使うのは、誰も

いないのと同じです。就寝時や外

出時は必ず火を消しましょう。

　広報さいじょう11月号でお知らせしたとおり

個人の市県民税（普通徴収）と固定資産税を対

象に、納期到達前の税額を一括で納付された場

合に交付していた前納報奨金を、平成27年度か

ら廃止します。これまで納期前納付にご協力い

ただいた納税者の皆さまに、お礼を申し上げま

すとともに、制度廃止へのご理解と、引き続き

納期内の納付をお願いします。

■廃止の理由

○この制度は、1950（昭和25）年に納税意欲の

　向上や税の早期確保などを目的に創設された

　ものですが、60年以上経過した現在では、納

　税意識や地方税制への理解は広く浸透し、納

　税率も高率で安定するようになったこと。

○市県民税が給与や年金から引き落とされてい

　る方には制度が適用されず、不公平感が生じ

　ていることや、前納したくても納税資金に余

　裕がない方には制度を利用しづらいことなど

　の指摘があること。

■前納は今までどおり利用できます

　前納報奨金は交付されませんが、制度廃止後

も引き続き、納期前に一括して納付できます。

■口座振替で全期前納を申し込まれている方へ

　昨年10月末に「口座振替方法変更届」をお届

けしています。制度廃止により「期別振替」に

変更を希望される場合は、２月27日㈮までにお
申し込みください。

■問合せ

○市庁舎本館２階

　納税課納税第１係

　TEL0897ー52ー1241

○東予総合支所

　総務課税務係　TEL0898ー64ー2700

○丹原総合支所

　総務課税務係　TEL0898ー68ー7300

○小松総合支所

　総務課税務係　TEL0898ー72ー2111
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第10回西条市公民館フェスティバル

　西条市公民館フェスティバルは、舞台発表・体験コーナー・作品展示の３つの部門で構成されており

市内29の公民館が一堂に会して開催します。皆さまのお越しを心よりお待ちしております。

※弁当の当日販売はありません。

■主催　西条市教育委員会、西条市公民館連絡協議会　　■問合せ　中央公民館　TEL0898－65－4030

■開会式・舞台発表
　９時30分～15時30分　大ホール
　　大正琴・和太鼓・日舞・ダンス・コーラス

　など、サークルの皆さんが日頃の活動成果を

　ステージで発表します。

■体験コーナー　10時～15時　展示室・２階和室　　この機会に、ぜひご体験ください。

■トールペイント
　トールペイントで、今年の

干支である「ひつじ」の飾り

を作ります。

●開　催：午前・午後

　　　　　（展示室）

●時　間：約60分

●参加費：500円

●定　員：各15人

■かずら細工
　かずら（山のつる草）を編

んで鍋敷きや小物かご作りを

体験。

●開　催：随時（展示室）

●時　間：約30～40分

●参加費：500円

●定　員：材料がなくなり次

　　　　　第終了。

■上手なハーブの利用法
　お茶やポプリなど、ハーブ

の上手な利用法を体験。

●開　催：随時（展示室）

●時　間：約10分

●参加費：お茶・サシェ100円

　　　　　ハーブバス無料

●定　員：材料がなくなり次

　　　　　第終了。

■押花　ミニ額
　色鮮やかな押花を使って、

かわいいミニ額を作ります。

●開　催：随時（展示室）

●時　間：約30分

●参加費：350円

●定　員：35人

■自力整体
　自分でツボを押し、リラッ

クスしながら体を整えていき

ます。

●開　催：30分毎開催

　　　　　（２階和室）

●時　間：約25分

●参加費：100円

●定　員：１回10～15人

■10周年記念特別企画　10時～15時30分　エントランスホール・喫茶室
　◆手作り作品チャリティーバザー　展示：10時～　バザー：13時～15時30分（売り切れ次第終了）

　　　サークル手作りの作品展示とバザーです。売り上げは寄付させていただきます。

　◆西条特産品コーナー　10時～15時30分

　◆お茶席　10時30分～12時（売り切れ次第終了）　お抹茶代　300円（100人まで）

■作品展示　10時～16時　小ホール
　　陶芸・クラフト手芸・俳画・写真・書道・

　パッチワーク・絵手紙・川柳・トールペイン

　トなど、各公民館サークルの作品を展示。

■健康コーナー
　10時～15時　展示室
　看護師による健康チェック。

（血圧測定・体脂肪測定）

グラスアート

　フィルムを貼って、まわり

にリード線を貼るだけでステ

ンドグラス風に仕上がります。

●開　催：随時（展示室）

●時　間：約15分

●参加費：500円

●定　員：材料がなくなり次

　　　　　第終了。

トールペイント かずら細工

上手なハーブの利用法 押花　ミニ額 自力整体

日　時：１月 18 日㈰　９時 30 分～ 16 時 開会式：９時 30 分
場　所：総合文化会館
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時を越えて「大切な思い」お届けしました
～合併10周年記念事業「未来への手紙」～

　旧小松町では、合併前に10年後の自分や家族、友達

など大切な人へ宛てた未来への手紙を募集し、小松町

　　　　　　　　　　　　閉町式典でタイムカプセル

　　　　　　　　　　　　に入れて封印し、大切に保

　　　　　　　　　　　　管してきました。

　　　　　　　　　　　　　合併10周年を迎えた今年

　　　　　　　　　　　　11月１日にタイムカプセル

　　　　　　　　　　　　を開封し、手紙に記念品の

　　　　　　　　　　　　椿絵はがきを添えて、皆さ

　　　　　　　　　　　　んにお届けしました。

　　　　　　　　　　　　　今は亡き母から家族に宛

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048

てた思いや妻から夫への育児などに対する感謝の思い

など、手紙を受け取られた方からは「身近な人でも、

普段声に出しては言い出せないこともあり、手紙には

そんな思いが込められていました」との感想が聞かれ

ました。インターネットが普及し、日常的に電子メー

ルなどを使ったコミュニケーションが多くなった現代

において、10年の時

を越えて届いた、見

覚えのある手書きの

文字に、相手を想い、

温かさや懐かしさを

感じた方もいたので

はないでしょうか。

蔵をイメージしたタイムカプセル 小松固有品種の椿をデザインした絵はがき

今年一年の無病息災を願って
～とうどうさん～

　毎年１月の上旬から中旬にかけて、藁（わら）を高

さ数メートルの円錐形に巻いたものが各地の広場や田

んぼに見られます（東予地区は約30カ所と多い）。

　これは「とうどうさん」と呼ばれる、正月の伝統行

事の一つです（地域によっては「とうどさん」と呼ぶ

ところもあります）。

　「とうどうさん」は１月11日前後に、子どもが注連

（しめ）飾りを集め、若い人が青竹を切り出し、骨組

みを作り、高齢者が縄をない、婦人が炊き出しをする

など、地域の三世代の者が力を合わせて作ります。

　１月15日頃の早朝には、人々が集まって火をつけて

はやし（燃やし）ます。このとき、古いお札も一緒に

はやします。そして、燃えている「とうどうさん」の

上に「吹き抜き(吹き流し)」をかざします。これが高

く上がるほど、その年は幸運であり豊作であると言わ

れています。また、残った灰で餅を焼いて食べると、

その年が無病息災で過ごせるとも言われています。

三世代で力を合わせて作る「とうどうさん」

ふるさとの歴史と民具　再発見
～丹原ふるさと歴史館～

　丹原ふるさと歴史館は、丹原総合支所の東隣りにあ

り、常設展示の主たるものは、旧丹原町内の発掘調査

により出土した土器類や旧周桑郡内を中心に調査した

宝篋（ほうきょう）印塔の写真や説明図60点、郷土出

身の玉井粛一氏が全国を巡って収集した岩石標本（西

　　　　　　　　　　　　　　条市指定文化財）など

　　　　　　　　　　　　　　です。ほかにも川根地

　　　　　　　　　　　　　　区で焼かれていた川根

　　　　　　　　　　　　　　焼、徳能地区で大量に

　　　　　　　　　　　　　　出土した古銭など興味

　　　　　　　　　　　　　　深い展示品も数多くあ

　　　　　　　　　　　　　　ります。

　また、昔懐かしい農具や民具450点も保管されてお

り小学生の学習にも利用されていますが、こちらは学

術調査のための申し出がある場合のみ見学できます。

　小・中学生が団体で学習用に見学する場合は、開館

日以外も開館して説明しますので、事前にご相談くだ

さい。

■開館日　毎週土・日曜日（年末・年始を除く）

　　　　　９時～17時

■問合せ　市教育委員会西部分室 TEL0898－64－2700

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

熱心に説明を聞く小学生

【菱型算数器】

左写真の菱型算数器は1977（昭和52）年

に田野小学校から寄贈されたものですが、

使用方法がよく分かりません。ご存じの

方がいらっしゃいましたら、市教育委員

会西部分室までお知らせください。



■
変
更
内
容
（
下
表
の
と
お
り
）

　

産
科
医
療
補
償
制
度
の
見
直
し

に
伴
う
関
係
法
令
等
の
改
正
に
伴

い
、
平
成
27
年
１
月
１
日
出
産
分

よ
り
、
出
産
育
児
一
時
金
と
加
算

の
基
準
額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
産
科
医
療
補
償
制
度
加

入
施
設
で
出
産
し
た
場
合
の
加
算

額
を
含
め
た
出
産
育
児
一
時
金
の

総
支
給
額
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
産
科
医
療
補
償
制
度

　

分
娩
に
関
連
し
て
発
症
し
た
重

度
脳
性
麻ま

ひ痺
児
に
対
す
る
補
償
の

機
能
と
、
脳
性
麻
痺
の
原
因
分
析

・
再
発
防
止
の
機
能
と
を
併
せ
持

つ
制
度
と
し
て
平
成
21
年
１
月
に

創
設
。
分
娩
機
関
（
お
産
を
取
り

扱
う
医
療
機
関
お
よ
び
助
産
所
）

が
加
入
対
象
。
こ
の
制
度
に
加
入

し
た
分
娩
機
関
で
出
産
し
、
補
償

対
象
と
な
る
脳
性
麻
痺
が
生
じ
た

場
合
に
保
険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

平
成
26
年
10
月
20
日
現
在
、
全
国

の
99
・
８
％
の
分
娩
機
関
（
愛
媛

県
は
100
％
）
が
こ
の
制
度
に
加
入

し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
１
階　

　

国
保
医
療
課　

国
保
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

国
民
健
康
保
険

出
産
育
児
一
時
金
等
の
変
更

15
日
㈭　

固
定
資
産
税
第
４
期
分
、

国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
分
の

督
促
状
の
発
送

２
月
２
日
㈪　

市
県
民
税
第
４
期

分
、
国
民
健
康
保
険
税
第
７
期

分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
100
円
の
督

促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

1
月
の
市
税
ご
よ
み

▼出産育児一時金等の変更内容

産科医療保障制度

出産育児一時金

加算額（基準額）

総支給額

39万円

出産年月日 平成26年12月31日まで 平成27年１月１日以降

加入施設 未加入施設 加入施設 未加入施設

39万円 40万4千円 40万4千円

３万円 1万6千円

42万円 39万円 40万4千円42万円

　

接
骨
院
や
整
骨
院
で
の
柔
道
整

復
師
に
よ
る
施
術
は
、
保
険
医
療

の
対
象
に
な
る
場
合
と
対
象
外
の

場
合
が
あ
り
ま
す
。
主
に
打
撲
や

捻
挫
、
骨
折
、
脱
臼
な
ど
は
対
象

と
な
り
、
単
な
る
肉
体
疲
労
や
肩

こ
り
な
ど
は
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。
施
術
前
に
し
っ
か
り
と

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
健
康
保
険
等
で
柔
道
整
復
師
に
か

か
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
】

〇
日
常
生
活
で
の
疲
れ
や
肩
こ
り

〇
ス
ポ
ー
ツ
等
に
よ
る
肉
体
疲
労

〇
脳
疾
患
後
遺
症
等
の
慢
性
病

〇
神
経
痛
（
リ
ウ
マ
チ
・
慢
性
関
節
炎
）

〇
加
齢
に
よ
る
腰
痛
や
五
十
肩
等

〇
漫
然
と
し
た
施
術

〇
交
通
事
故
や
業
務
上
の
負
傷

【
施
術
を
受
け
る
時
の
注
意
事
項
】

〇
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
る
。

〇
病
院
治
療
と
重
複
は
で
き
な
い
。

〇
施
術
が
長
期
間
の
場
合
は
、
医

　

師
の
診
断
を
受
け
る
。

〇
療
養
費
支
給
申
請
書
は
必
ず
自

　

分
で
自
署
（
サ
イ
ン
）
を
す
る
。

〇
領
収
書
を
必
ず
受
け
取
る
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
新
館
１
階　

　

国
保
医
療
課　

国
保
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

接
骨
院
・
整
骨
院
に
か
か
る
方
へ

施
術
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険
性
が
あ
る

方
の
、
生
活
習
慣
の
改
善
支
援
を

目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

「
今
の
か
ら
だ
の
状
態
」
を
知

る
こ
と
は
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞

等
が
自
覚
症
状
な
く
進
行
し
、
重

症
化
す
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
も
非
常
に
大
切
で
す
。

　

西
条
市
で
は
、
特
定
健
診
の
自

己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
受

診
し
て
い
な
い
方
は
、
指
定
医
療

機
関
で
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

40
歳
～
74
歳
の
西
条

市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
年
齢

は
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
）

40
歳
～
74
歳
の
国
保
被
保
険
者
の
方
へ

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

■
実
施
期
間　

２
月
28
日
㈯
ま
で

■
検
査
内
容

　

問
診
、
血
圧
測
定
、
身
体
計
測
、

尿
検
査
、
腹
囲
測
定
、
血
液
検
査
、

診
察

■
受
診
の
際
に
必
要
な
も
の

〇
特
定
健
診
受
診
券
（
対
象
者
に

　

は
事
前
に
交
付
し
て
い
ま
す
）

〇
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

■
申
込
方
法

　

事
前
に
指
定
医
療
機
関
へ
予
約

し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
度
に
市
が
行
っ
た
総

　

合
健
診
、
国
保
の
短
期
人
間
ド

　

ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

　

方
は
、
申
し
込
め
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

〇
市
庁
舎
新
館
１
階

　

国
保
医
療
課　

国
保
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
４
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

■西条市庁舎
　TEL0897－56－5151

■東予総合支所
　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所
　TEL0898－68－7300

■小松総合支所
　TEL0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先
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平
成
27
年
２
月
１
日
現
在
で
、

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
今
後
の
農
林
業
の

政
策
に
役
立
て
る
た
め
、
５
年
ご

と
に
実
施
さ
れ
る
極
め
て
大
切
な

調
査
で
す
。

　

1
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
、
農

林
業
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
所
へ
調

査
票
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す

の
で
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査
票
に

記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
統
計

作
成
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
調
査
員
は
知
事
が
交
付

し
た
「
調
査
員
証
」
を
必
ず
身
に

着
け
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
実
施
主
体

　

農
林
水
産
省
、
愛
媛
県
、

　

西
条
市

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
４
階

　

総
務
課　

統
計
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
９
０

○
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

URLhttp://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/tokei/

　

index.htm
l

農
林
業
関
係
者
の
皆
さ
ん
へ

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
不
慮
の

事
態
の
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世

代
み
ん
な
で
支
え
る
た
め
に
作
ら

れ
て
い
る
制
度
で
す
。

　

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳
未

満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
20
歳
に
な

っ
た
ら
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の
加

入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
加
入
の
届
け
出
忘
れ
や
保
険
料

　

の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来

　

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も

　

あ
り
ま
す
。

■
加
入
手
続
き
方
法

　

年
金
機
構
か
ら
届
く
加
入
手
続

用
紙
に
記
入
し
て
、
住
民
登
録
を

し
て
い
る
市
区
町
村
の
年
金
担
当

窓
口
か
、
年
金
事
務
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
厚
生
年
金
等
に
加
入
中
の
方
は
、

　

加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
。

■
保
険
料
（
平
成
26
年
度
）

　

月
額
１
万
５
２
５
０
円

※
月
額
４
０
０
円
を
加
え
て
、
将

　

来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す

　

「
付
加
年
金
制
度
」
も
あ
り
ま

　

す
。

■
保
険
料
の
割
引
（
前
納
制
度
）

　

保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い
す

る
こ
と
で
保
険
料
の
割
引
が
受
け

ら
れ
る
「
前
納
割
引
制
度
」
２
年

（
口
座
振
替
の
み
）
・
１
年
・
６

カ
月
や
「
早
割
制
度
」
（
口
座
振

替
の
み
）
が
あ
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
で
「
２
年
・
１
年
前

納
割
引
制
度
」
を
利
用
す
る
た

め
の
手
続
き
は
、
２
月
27
日
㈮

ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
が
払
え
な
い
場
合
は
？

　

所
得
が
少
な
く
保
険
料
が
納
め

ら
れ
な
い
場
合
や
学
生
の
場
合
、

保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

猶
予
期
間
で
10
年
以
内
を
古
い

期
間
か
ら
納
付
（
追
納
）
で
き
ま

す
が
、
３
年
目
か
ら
は
一
定
の
額

が
加
算
さ
れ
た
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ

〇
新
居
浜
年
金
事
務
所

℡
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
２

〇
市
庁
舎
新
館
１
階

　

市
民
生
活
課　

年
金
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

〇
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

～
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
～

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
手
続
き
を
！

　暖房の効いた部屋から寒い風呂場に行く時に、思わず体が

ブルブルと震える経験をしたことはありませんか？

　この時、急激な温度差によって血圧が急激に変化し、心臓

に大きな負担が掛かっています。この状態をヒートショック

と呼んでいます。特に高齢者の方に発生しやすく、全国的に

もヒートショックによる風呂場の事故で多くの方が亡くなら

れています。症状としては、意識消失・心筋梗塞・脳卒中等

により死亡するケースが考え

られます。

　予防方法としては、

①脱衣所や浴室を暖めておく

②お湯の温度を低く設定する

③家族に声を掛けて入浴する

などがあり、家庭で協力して

対策を十分に取りましょう。

　また適切な応急手当も身に

つけておきましょう。

　1949（昭和24）年１月26日、法隆寺（奈

良県）の金堂から出火し、1300年の歴史を

持つ日本最古の壁画が焼損しました。

　その後も貴重な文化財の火災が相次いで

発生したことから、文化財を火災・震災等

の災害から保護するとともに国民の文化財

愛護思想の普及高揚を図る目的で1955（昭

和30）年に１月26日が「文化財防火デー」

と定められました。貴重な文化財を火災か

ら守るためには、文化財関係者の努力だけ

でなく、地域住民一人一人が文化財を災害

から守るための日常の心配りを積み重ねて

行くことが必要です。

　永い歴史の中で先人が守ってきた貴重な

文化財を、後世に受け継いでいくためにも、

皆さんのご協力をお願いします。

寒い季節のお風呂は
ヒートショックに
注意しましょう！
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■
開
催
日　

１
月
11
日
㈰

■
会
場
・
開
式
時
間

○
東
予
・
丹
原
・
小
松
地
域
の
方

　

丹
原
文
化
会
館

　

10
時
30
分
～

○
西
条
地
域
の
方

　

総
合
文
化
会
館

　

13
時
30
分
～

※
２
会
場
で
開
催
し
ま
す
が
、
参

　

加
対
象
地
域
で
会
場
が
異
な
り

　

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
小
松
地
域
の
方
は
、
今
回
よ
り

　

会
場
が
丹
原
文
化
会
館
に
変
更

　

し
て
お
り
ま
す
。

※
各
会
場
と
も
開
式
30
分
前
か
ら

　

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

■
対
象　

平
成
６
年
４
月
２
日
～

平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
進
学
や
就
職
な
ど
で
、
市
内
に

　

住
民
票
が
な
い
方
も
西
条
市
の

　

成
人
式
に
出
席
で
き
ま
す
。
希

　

望
さ
れ
る
方
は
、
社
会
教
育
課

　

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
新
館
４
階

　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

平
成
27
年
　
成
人
式

　

市
で
は
四
国
労
働
金
庫
と
提
携

し
、
勤
労
者
に
対
す
る
教
育
資
金
、

住
宅
建
設
資
金
の
融
資
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
勤
労
者
教
育
資
金
融
資
制
度
】

■
利
用
対
象
者

○
西
条
市
に
居
住
、
ま
た
は
居
住

　

し
よ
う
と
す
る
勤
労
者

○
市
税
を
完
納
し
、
前
年
所
得
が

　

２
０
０
万
円
以
上
１
０
０
０
万

　

円
未
満
の
方

○
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
勤
労
者

　

で
同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤

　

務
し
て
い
る
方

○
四
国
労
働
金
庫
が
指
定
す
る
保

　

証
機
関
の
保
証
を
受
け
ら
れ
る

　

方
（
保
証
料
は
別
途
必
要
）

■
資
金
使
途

　

高
校
卒
業
後
、
就
学
年
数
2
年

制
以
上
の
学
校
に
就
学
す
る
た
め

の
教
育
資
金

■
利
用
限
度
額

　

最
高
５
０
０
万
円

■
融
資
金
利
（
平
成
26
年
12
月
現
在
）

　

固
定
金
利　

年
１
・
45
％

■
返
済
期
間

　

15
年
以
内
（
措
置
期
間
含
む
）

【
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
融
資
制
度
】

■
利
用
対
象
者

○
西
条
市
に
居
住
、
ま
た
は
居
住

　

し
よ
う
と
す
る
勤
労
者

○
同
居
（
予
定
）
家
族
が
あ
る
方

○
市
税
を
完
納
し
、
前
年
所
得
が

　

１
０
０
０
万
円
未
満
の
方

○
四
国
労
働
金
庫
が
指
定
す
る
保

　

証
機
関
の
保
証
を
受
け
ら
れ
る

　

方
（
保
証
料
は
別
途
必
要
）

■
資
金
使
途

　

新
築
、
増
改
築
、
分
譲
・
中
古

住
宅
購
入
（
床
面
積
２
８
０
㎡
以

下
）
、
宅
地
購
入

■
利
用
限
度
額

　

最
高
３
０
０
０
万
円

■
融
資
金
利
（
平
成
26
年
12
月
現
在
）

　

固
定
金
利
選
択
型

○
当
初
３
年
固
定　

年
０
・
80
％

○
当
初
５
年
固
定　

年
１
・
15
％

○
当
初
10
年
固
定　

年
１
・
20
％

■
返
済
期
間　

35
年
以
内

【
問
合
せ
】

○
四
国
労
働
金
庫　

西
条
支
店

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

２
８
６
４

○
市
庁
舎
新
館
４
階

　

商
工
振
興
課
商
工
労
政
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
８
２

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
や

大
学
な
ど
の
入
学
・
在
学
費
用
を

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
融
資
す
る

公
的
な
制
度
で
す
。

　

学
生
一
人
に
つ
き
３
５
０
万
円

以
内
を
固
定
金
利
で
利
用
が
で
き
、

在
学
期
間
内
は
利
息
の
み
の
返
済

と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
利
用
限
度
額

　

最
高
３
５
０
万
円

■
融
資
金
利
（
平
成
26
年
11
月
現
在
）

　

固
定
金
利　

年
２
・
25
％

■
返
済
期
間　

15
年
以
内

■
問
合
せ

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６

※
右
記
の
番
号
が
利
用
で
き
な
い

場
合
は
、
℡
０
３

－

５
３
２
１

－

８
６
５
６
へ
。

教
育
資
金
、
住
宅
建
設
資
金

融
資
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　　

平
成
27
年
２
月
２
日
㈪
は
、
労

働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

料
の
第
３
期
分
の
納
付
期
限
で
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
は
、
１
月

20
日
㈫
頃
に
納
付
書
が
届
き
ま
す

の
で
、
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
場
合
は
、

２
月
16
日
㈪
が
口
座
振
替
納
付
日

で
す
。
そ
れ
ま
で
に
届
出
口
座
へ

入
金
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

℡
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
０
２

第
３
期
分
労
働
保
険
料
を

納
付
し
ま
し
ょ
う

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

愛
媛
労
働
局
で
は
特
定
最
低
賃

金
を
改
正
し
、
平
成
26
年
12
月
25

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

■
施
行
後
の
特
定
最
低
賃
金

①
パ
ル
プ
、
紙
製
造
業

　

１
時
間　

８
１
０
円

②
は
ん
用
機
械
器
具
、
生
産
用
機

　

械
器
具
、
業
務
用
機
械
器
具
製

　

造
業

　

１
時
間　

８
２
０
円

③
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

　

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報

　

通
信
機
械
器
具
製
造
業

　

１
時
間　

７
９
２
円

④
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

　

関
製
造
業

　

１
時
間　

８
３
０
円

⑤
各
種
商
品
小
売
業

　

１
時
間　

７
２
５
円

※
①
～
⑤
の
特
定
最
低
賃
金
に
は

　

適
用
除
外
の
労
働
者
と
①
～
③

　

の
産
業
に
は
適
用
除
外
の
業
種

　

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

　

に
該
当
す
る
場
合
は
、
愛
媛
県

　

最
低
賃
金
（
１
時
間
６
８
０
円
）

　

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
合
せ

○
愛
媛
労
働
局
賃
金
室

℡
０
８
９

－

９
３
５

－

５
２
０
５

○
新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

℡
０
８
９
７

－

３
７

－

０
１
５
１

愛
媛
県
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
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■
日
時　

１
月
31
日
㈯

　
　
　
　

14
時
～
15
時
50
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
内
容　

発
達
障
が
い
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、
正
し
い
支
援
の

仕
方
を
身
に
つ
け
る
。

■
講
師　

森
本
武
彦
氏
（
愛
媛
県

発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い

♥
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
長
）

■
演
題　

発
達
障
害
の
正
し
い
理

解
と
支
援
の
た
め
に　

～
医
療
の

立
場
か
ら
～

■
定
員　

２
５
０
人
（
先
着
順
）

※
入
場
は
無
料
で
す
が
事
前
の
申

　

し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参

加
人
数
を
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
越
え
た
場
合
は
お
断
り

　

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
先

○
東
部
ウ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　

タ
ー

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

８
１
１
４

FAX
０
８
９
７

－

５
６

－

８
１
８
６

○
西
部
ウ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　

タ
ー

℡
０
８
９
８

－

６
８

－

１
５
２
０

FAX
０
８
９
８

－

６
８

－

１
５
２
４

ウ
イ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

主
催
講
演
会

■
日
時　

１
月
25
日
㈰

　
　
　
　

受
付
13
時
～

　
　
　
　

開
会
13
時
30
分
～

■
場
所　

丹
原
文
化
会
館

■
講
師

　

武
田
双
雲
氏
（
書
道
家
）

■
演
題

　

文
字
の
力
・
言
葉
の
力
・
生
き

る
力

※
入
場
は
無
料
で
す
が
入
場
整
理

　

券
が
必
要
で
す
。

■
入
場
整
理
券
取
扱
所

　

社
会
教
育
課
（
市
庁
舎
新
館
４

階
）、
市
教
育
委
員
会
西
部
分
室

（
東
予
総
合
支
所
２
階
）、
総
合
文

化
会
館
、
丹
原
文
化
会
館
、
中
央

公
民
館
、
各
公
民
館
、
各
図
書
館

■
問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
４
階

　

社
会
教
育
課
内

　

西
条
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
４

■
主
催　

西
条
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

合
併
10
周
年
記
念
特
別
講
演
会▲書道家　武田双雲氏

■
日
時　

２
月
８
日
㈰　

13
時
～

■
場
所　

総
合
体
育
館

■
内
容

　

国
内
最
高
リ
ー
グ
に
所
属
す
る

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
に
よ
る
迫

力
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
見
ら

れ
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
醍
醐
味
で

あ
る
華
麗
な
シ
ュ
ー
ト
や
ス
ピ
ー

ド
感
と
迫
力
、
そ
の
魅
力
と
面
白

さ
を
実
感
で
き
ま
す
。

■
対
戦
チ
ー
ム

○
広
島
メ
イ
プ
ル
レ
ッ
ズ

　
　
　
　
　

（
広
島
県
広
島
市
）

○
オ
ム
ロ
ン
ピ
ン
デ
ィ
ー
ズ

　
　
　
　
　

（
熊
本
県
山
鹿
市
）

■
入
場
料

○
一
般　

１
０
０
０
円

○
中
高
生　

５
０
０
円

○
小
学
生
以
下
無
料

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

○
ア
オ
キ
ス
ポ
ー
ツ

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

６
６
１
１

○
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
３
６

○
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

６
０
０
０

■
チ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
問
合
せ

　

愛
媛
県
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会

（
新
田
高
等
学
校
内
）
村
上
純
也

℡
０
８
９

－

９
５
１

－

０
１
８
８

日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
が

西
条
市
で
開
催
さ
れ
ま
す

【基調講演】

　■テーマ　四国への新幹線導入の意義と課題

　■講演者　波床正敏氏（大阪産業大学工学部教授）

日　時 ２月３日㈫　14時～（開場13時）

シンポジウム

総合文化会館場　所

【パネルディスカッション】

　■テーマ

　　四国の未来と新幹線

　■コーディネーター

　　波床正敏氏（大阪産業大学工学部教授）

　■パネリスト

　　○泉　雅文氏（四国旅客鉄道㈱代表取締役社長）

　　○真鍋省二氏（四国ツーリズム創造機構）

　　○青木章泰氏（四国経済連合会副会長）

　　○熊谷幸三氏（徳島県副知事）

　　○浜田恵造氏（香川県知事）

　　○中村時広氏（愛媛県知事）

　　○岩城孝章氏（高知県副知事）

【申込方法】

　　電話、ファクス、Ｅメールでお申し込みくださ

　い。参加無料ですが、申し込みのない方は、入場

　できない場合があります。

【参加特典】

　　シンポジウム当日のみ、団体割引料金で四国鉄

　道文化館へ入館できます。

【申 込 先】愛媛県地域振興局交通対策課

　　TEL089ー912ー2251　FAX089ー912ー2249

　　Ｅメール　koutsu@pref.ehime.jp

四国の新幹線実現を目指して四国の新幹線実現を目指して
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●日　時　第１回：１月21日㈬　10時～13時
　　　　　第２回：２月７日㈯　10時～13時
●内　容　媛っこ地鶏、ほうれん草、柑橘の料

　　　　　理とナンを作ります。

●講　師　シニア野菜ソムリエ　加藤智子氏　

●定　員　各回16人（応募多数の場合は抽選）

●参加費　2,000円

●申込期限　第１回：１月14日㈬
　　　　　　第２回：２月１日㈰

【臨時休館】１月１日㈭から３日㈯までは、年末年始
　のため、１月12日㈪、26日㈪は全館清掃作業・商品
　管理などのため休館します。

●申込先　食の創造館　TEL0898－65－7150

冬野菜料理＆ナン作り教室

日　時 場　　所行　　事　　名

11日　9：00

17日 10：00伊予銀行ソフトボール教室

うちぬきマラソン大会 ひうち陸上競技場

18日　9：00ちびっこ駅伝大会 東予運動公園

31日　9：00愛媛ＦＣサッカー教室
ビバ・スポルティア
ＳＡＩＪＯ

西条西部公園
グラウンド

■
日
時

　

１
月
18
日
㈰　

10
時
～
15
時

■
場
所　

石
鎚
ピ
ク
ニ
ッ
ク
園
地

■
対
象　

初
心
者
、
初
級
者

■
定
員
（
先
着
受
付
順
）

○
ス
キ
ー
20
人

○
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
10
人

■
特
典　

園
地
内
リ
フ
ト
無
料

■
申
込
先

　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

℡
０
８
９
７

－

５
９

－

０
３
３
１

■
問
合
せ　

ス
キ
ー
協
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
内
）

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
３
６

ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

■
日
時　

　

１
月
18
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所

　

西
消
防
署
２
階　

救
急
実
習
室

■
内
容　

あ
な
た
の
大
切
な
人
が

突
然
倒
れ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う

し
ま
す
か
？　

大
切
な
人
を
救
う

た
め
、
市
で
は
毎
月
第
３
日
曜

日
を
「
応
急
手
当
の
日
」
と
定
め
、

心
肺
蘇
生
等
の
講
習
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

℡
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

℡
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

■
日
時

○
第
７
回
（
初
級
・
全
７
回
）

　

２
月
12
日
㈭
・
16
日
㈪
・
18
日

　

㈬
・
20
日
㈮
・
23
日
㈪
・
25
日

　

㈬
・
27
日
㈮

　

10
時
～
12
時

○
第
８
回
（
中
級
・
全
７
回
）

　

２
月
12
日
㈭
・
16
日
㈪
・
18
日

　

㈬
・
20
日
㈮
・
23
日
㈪
・
25
日

　

㈬
・
27
日
㈮

　

13
時
～
15
時

■
場
所　

西
条
商
工
会
館
本
所

■
対
象　

60
歳
以
上
の
方

■
内
容

○
初
級　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

　

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

○
中
級　

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
基

　

本
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
方

　

法
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

セ
ブ
ン
を
使
用
。

■
定
員　

初
級
20
人　

中
級
10
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

■
テ
キ
ス
ト
代

　

１
５
０
０
円
程
度

■
申
込
期
限　

１
月
23
日
㈮
必
着

■
申
込
方
法

　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
希
望
の
回
を
記
入

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
宛
先　

〒
７
９
２

－

０
０
０
３

　

新
居
浜
市
新
田
町
１
の
６
の
46

　

株
式
会
社
四
国
テ
ク
ニ
カ　

宛

※
３
月
に
第
９
回
（
中
級
）
、
第

　

10
回
（
中
級
）
を
開
催
予
定
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
１
階

　

高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

【
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
応
援
講
座
】

■
日
時
（
全
５
回
）

　

１
月
27
日
㈫
・
２
月
３
日
㈫
・

　

10
日
㈫
・
17
日
㈫
・
24
日
㈫

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

健
康
生
き
が
い
づ
く
り
と
地
域

で
の
支
え
合
い
に
つ
い
て
の
講
演

や
、
消
費
生
活
や
介
護
方
法
に
つ

い
て
の
講
座
、
仲
間
づ
く
り
、
意

見
交
換
会
な
ど
。

■
対
象

　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
方

■
定
員　

25
人
程
度

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
】

■
日
時
（
全
１
回
）

　

１
月
30
日
㈮

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

現
状
を
学
ん
だ
り
、
手
話
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
な
ど
。

■
定
員　

20
人
程
度

【
申
込
先
】　

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

FAX
０
８
９
８

－

６
４

－

３
９
２
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
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■
日
時
（
全
３
回
）

　

１
月
24
日
㈯
・
31
日
㈯
・
２
月

　

７
日
㈯　

９
時
～
１6
時

■
場
所　

え
ひ
め
東
予
産
業
創
造

セ
ン
タ
ー
（
新
居
浜
市
大
生
院
）

■
内
容

　

エ
ク
セ
ル
で
の
日
常
業
務
を
楽

に
す
る
た
め
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

習
得
の
入
門
で
、
エ
ク
セ
ル
Ｖ
Ｂ

Ａ
の
基
本
操
作
を
含
め
、
伝
票
や

台
帳
の
作
成
等
を
習
得
。

※
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
（
マ
ウ

　

ス
・
文
字
入
力
）
の
で
き
る
方

■
受
講
料
等

○
受
講
料　

2
万
７
０
０
０
円

○
テ
キ
ス
ト　

３
０
０
０
円
程
度

※
税
抜
金
額

■
申
込
期
限　

１
月
21
日
㈬

■
申
込
先

　

公
益
財
団
法
人
え
ひ
め
東
予
産

業
創
造
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

URLhttp://w
w

w
.ticc-ehim

e.or.jp/

基
礎
か
ら
学
ぶ

エ
ク
セ
ル
Ｖ
Ｂ
Ａ
講
座

■
日
時

　

２
月
３
日
㈫

　

18
時
～
20
時
30
分

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ

　

物
語
を
届
け
る
。
地
域
の
デ
ザ

イ
ン
と
情
報
発
信
に
つ
い
て

■
内
容　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ブ

ロ
グ
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
て
、
商
品
の
良
さ
を

ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
事
例
を
用

い
た
講
義
・
実
習
。

■
対
象　

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

を
活
用
し
た
情
報
発
信
に
興
味
の

あ
る
市
内
の
農
家
、
事
業
者
な
ど

■
講
師

○
坂
口　

祐
氏
（
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

　

物
語
を
届
け
る
仕
事
）

○
安
藤
里
実
氏
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

　

デ
ザ
イ
ナ
ー
、huahua design

　

代
表
）

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

５
０
０
円

■
申
込
期
限　

１
月
20
日
㈫

■
申
込
方
法

　

申
込
先
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
郵
送
か
フ

ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
宛
先

　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１

　

西
条
市
明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

産
業
政
策
課

　

産
業
創
造
係　

宛

※
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く

　

か
、
ご
希
望
の
方
へ
は
フ
ァ
ク

　

ス
で
お
送
り
し
ま
す
。

■
申
込
先　

市
庁
舎
新
館
４
階

　

産
業
政
策
課　

産
業
創
造
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
０
７

URLhttp://w
w

w
.city.saijo.ehim

e.
　

jp/khom
e/sangyoseisaku/

　

index.htm
l

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
た
情
報
発
信
セ
ミ
ナ
ー

■
日
時

　

１
月
29
日
㈭　

１0
時
～
１2
時

■
場
所　

西
条
商
工
会
館
本
所

■
テ
ー
マ　

売
れ
る
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
秘
密
は
こ
れ
だ
！

■
講
師　

北
村　

森も
り

氏　

　

株
式
会
社
も
の
め
ぐ
り
代
表
取

締
役
社
長
、
商
品
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
サ
イ
バ
ー
大
学
客
員
教
授
、

元
「
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
」
発
行
人

兼
編
集
長

■
申
込
先
　

○
西
条
商
工
会
館
本
所

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
館
東
予
支
所

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

商
工
会
議
所
セ
ミ
ナ
ー

　

愛
媛
県
開
設
の
「
え
ひ
め
結
婚

支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
独
身
男

女
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝

い
を
通
じ
て
、
結
婚
に
向
け
て
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推

進
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
東
予
地
区
説
明
会
】

■
日
時

　

１
月
29
日
㈭　

18
時
～
20
時

■
場
所

　

西
条
商
工
会
館
本
所

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
。

【
応
募
先
・
問
合
せ
】

○
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

（
愛
媛
県
法
人
会
連
合
会
内
） 

℡
０
８
９

－

９
３
３

－

５
５
９
６

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

URLhttp://w
w

w
.m

sc-ehim
e.jp/

○
携
帯
サ
イ
ト

URLhttp://w
w

w
.m

sc-ehim
e.jp/m

/

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
員
募
集
！

【
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
】

■
受
験
資
格

　

15
歳
以
上
17
歳
未
満

（
平
成
27
年
３
月
卒
業
生
含
む
）

■
受
付
期
間

　

１
月
９
日
㈮
ま
で

■
試
験
日

○
一
次　

１
月
24
日
㈯

○
二
次　

２
月
５
日
㈭
～
８
日
㈰

　
　
　
　

の
う
ち
指
定
日

■
試
験
場
所

○
一
次　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
二
次　

松
山
駐
屯
地

　
　
　
　

（
松
山
市
南
梅
本
）

【
防
衛
大
学
校
学
生
一
般（
後
期
）】

■
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満

（
平
成
27
年
３
月
卒
業
生
含
む
）

■
受
付
期
間

　

１
月
21
日
㈬
～
30
日
㈮

■
試
験
日

○
一
次　

２
月
28
日
㈯

○
二
次　

３
月
13
日
㈮

■
試
験
場
所　

防
衛
大
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

■
申
込
方
法

　

書
類
提
出
が
必
要
な
た
め
、
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

℡
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

自
衛
官
募
集
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東
予
学
舎
は
、
東
京
や
そ
の
周

辺
の
短
期
大
学
以
上
の
大
学
、
専

門
、
専
修
学
校
に
在
学
・
入
学
見

込
み
の
東
予
地
区
出
身
の
男
子
学

生
を
対
象
と
し
た
学
生
寮
で
す
。

■
募
集
人
員

　

15
人
程
度

※
選
考
委
員
に
よ
る
書
類
選
考
で

　

決
定
し
ま
す
が
、
受
付
順
に
選

　

考
し
、
定
員
に
達
し
た
場
合
は

　

募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。

■
施
設
概
要　

○
寮
舎　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　
　
　
　

（
４
階
建
・
全
室
個
室
）

○
寮
費　

月
額
６
万
５
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

（
朝
夕
２
食
付
）

○
入
舎
前
納
金　

13
万
円

○
交
通　

京
王
線
西
調
布
駅
よ
り

　
　
　
　

徒
歩
７
分

■
応
募
期
限

　

３
月
25
日
㈬
ま
で

■
問
合
せ　

公
益
財
団
法
人

　

東
予
育
英
会
事
務
局

℡
０
４
２

－

４
８
８

－

６
２
６
１

URLhttp://d.hatena.ne.jp/touyo/

※
寮
費
な
ど
は
諸
般
の
事
情
で
、

　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
募
集
要
項
を
各
高
等
学
校
に
送

　

付
し
て
い
ま
す
。

東
予
学
舎
　
舎
生
募
集

　県営住宅の空家が生じた場合の補欠入居者を募集します。

　入居は３月５日㈭以降の空家発生次第となります。
■受付期間　２月２日㈪～10日㈫（土・日曜日を除く）
　※受付時間：８時30分～12時・13時～17時

　※申込用紙：１月下旬から申込先で配布。

■抽選日時　３月５日㈭　14時　※入居順位は抽選で決定
■抽選場所　東予地方局７階中会議室

■申込先　東予地方局３階　建設部管理課

　　　　　TEL0897－56－1300（内線416）

県営住宅の補欠入居者を募集します県営住宅の補欠入居者を募集します

※家賃は申込者の収入により決定されます。

■募集する県営住宅の団地名

西条東団地
西条市新田258

東予団地
西条市国安158－10

御陣家南団地
西条市丹原町池田1224－20

中耐
３階

中耐
４･５階

木造
２階

３ＤＫ（54戸）

３ＤＫ（80戸）

３ＤＫ（４戸）

型別（管理戸数）構造･階数団　 地 　名

問合せ　市庁舎本館３階　広報広聴課広報係　TEL0897－52－1204

　西条市では、「広報さいじょう」に掲載する有料広告と、市ホームページに掲載する有料バナー広告のお申

し込みを２月２日㈪８時30分から、市庁舎本館３階の広報広聴課広報係で受け付けます。
　詳しくは、市のホームページをご覧いただくか、広報広聴課広報係へお問い合わせください。

■広報さいじょう　平成27年５月号～平成28年４月号

■市ホームページ　平成27年４月１日～平成28年３月31日

１．掲載期間

～２月２日㈪８時30分から受付が始まります～

■広報さいじょう　２月２日㈪～３月10日㈫　　■市ホームページ　２月２日㈪～３月２日㈪
※ただし、西条市広告掲載事業実施基準を満たし、市内に事業所（本社、支社、営業所、店舗等）を有する方の申し込

　みが重なった場合、原則先着順となります。

３．申込期間

　広告掲載の可否については、市税納付状況などの調査の上、受付締切後にお送りする広告掲載可否決定通知書をもっ

てお知らせします。

４．掲載の決定

※ホームページはリニューアル（３月下旬予定）のため掲載位置がトップページ右側から下段に変わりました。
※今回の申込期間では、広報紙発行１回につき１枠、最長12回を限度とします。

２．募集広告枠

掲載位置
（ページ下段）

金額
（１枠１カ月）

大きさ

最終ページの
前々ページ（２色）

最終ページの
前ページ（カラー）

２万円

最終ページ
（カラー）

３万円

枠数

１万円

各縦50ミリ×横86ミリ

４枠 ２枠 ２枠

広報さいじょう

掲載位置
（ページ下段）

金額
（１枠１カ月）

大きさ

トップページ

２万円

枠数

縦63ピクセル×横150ピクセル

10枠

市ホームページ

広報さいじょう・西条市ホームページ　有料広告募集
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●手漉き和紙体験

　毎週日曜日に手漉き和紙作り（ハガキ・しおり・染め

紙・色紙）の体験を行っています。

　体験希望の方は職員へお声掛けください。

※平日ご希望の場合は、事前にお問い合わせください。

体験時間　10時～12時（受付は11時30分まで）

　　　　　13時30分～15時30分（受付は15時まで）

種類・所要時間・料金

○ハガキ（１枚）　　　約45分（乾燥含む）　20円

○しおり（２枚１組）　約45分（乾燥含む）　20円

○染め紙（１枚）　　　約10分　　　　　　　20円

○色紙　（１枚）　　　約50分（乾燥含む）　50円

【開館時間】９時～18時
【１月休館日】月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯、
　　　　　　　13日㈫、14日㈬

【四国鉄道文化館　北館】
●愛光学園「鉄道研究部」製作の鉄道ジオラマ展示

　部員手作りによる精巧な出来

栄えの鉄道ジオラマを展示中。

約６ｍ×３ｍの大きさのジオラ

マには、山や海岸、街並みなど

の風景が丁寧に作り込まれ、線

路上を新幹線や特急などの模型列車が走行します。

期間　～２月11日㈬まで
●紙芝居「十河信二伝」上演（協力：つくしんぼの会）

　十河信二氏の偉業を楽しく読み聞かせてくれます。

日時　１月11日㈰　14時上演
【四国鉄道文化館　南館】
●シゴナナぷらす（Ｃ57の楽しいお掃除・学習会）

日時　１月11日㈰　13時～（２時間程度）
対象　小学生以上（小学生は保護者同伴）

講師　Ｃ57－44の修復整備に携わった大山正風さん

定員　10人（先着順）

参加費　250円（保険料等）

申込方法　南館にある申込用紙に必要事項を記入。

【開館時間】９時～18時
【１月休館日】水曜日　※観光交流センターは無休

●俳句・俳画展

　俳句・俳画愛好家の作品展。

期間　１月18日㈰～２月１日㈰
●丹原地域　小・中学生作品展

　丹原地域の小・中学生による絵と工作を展示。

期間　～１月12日㈪まで

【開館時間】８時30分～17時
【１月休館日】月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯、
　　　　　　　13日㈫、14日㈬

●まんが「十河信二伝」巡回作品展

　　　～まんがができるまで～

　新幹線開業50周年に合わせ、西条

市出身の漫画家つだゆみさんが描い

た「十河信二伝」の作品をパネル展

示。十河信二先生のゆかりの品と小

松に関連した資料も併せて展示予定。

　今回の巡回展は、小松で最後です。ぜひご覧ください。

期間　１月６日㈫～29日㈭
【開館時間】９時～17時30分
【１月休館日】水曜日、１日㈭～３日㈯、13日㈫、31日㈯

●木工教室

　１月と２月でサイドテーブルを作ります。

日時　１月10日㈯・24日㈯　13時30分～15時30分
定員　10人　　材料費　1,500円程度

申込期限　１月４日㈰
●絵画教室　水彩画を描きます。　※用具は各自持参

日時　１月９日㈮・23日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室

　40歳以上の初心者向けです。　※教材は自己負担

日時　１月７日㈬・21日㈬　13時30分～15時30分
●１月企画展

　　　第３回「カッパーの会」スケッチ水彩画展

　学習グループ「カッパーの会」の作品を展示。

期間　１月８日㈭～27日㈫
●企画展「加藤春美社中池坊ミニ花展」

　いけばな池坊の作品を展示。

日時　１月31日㈯　10時～17時
　　　２月１日㈰　10時～16時

【開館時間】９時～22時
【１月休館日】月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯、
　　　　　　　13日㈫、14日㈬

●干支展：羊

　今年の干支「羊」にちなんだ伝統的郷土玩具を展示。

期間　～１月31日㈯まで
●現代日本の手仕事展

　全国の民芸作品の展示即売を行います。

期間　～２月１日㈰まで
●ギャラリートーク

「民藝の旅」

日時　２月１日㈰
　　　13時～14時30分

講師　手仕事フォーラム

　　　代表　久野恵一氏

【開館時間】９時～16時30分
【１月休館日】月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯、
　　　　　　　13日㈫、14日㈬
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●西条の丘陵遺跡展

　八堂山では、食用に供

されたと思われる多量の

貝殻が出土しています。

どんな干潟で貝殻が採集

されたのか、2000年前の

海岸線を想像しながら食文化について考えます。

　併せて、昭和36年ごろ全国的に注目されていた西条地

方での天然採苗による海苔養殖の作業工程を写真で展示。

期間　～１月27日㈫まで
●考古学講座体験学習写真展示

　平成26年度考古学講座の中で体験した写真を展示。

期間　～１月27日㈫まで
●火おこし体験

日時　１月11日㈰・25日㈰　11時～15時
※体験希望の方は、考古歴史館までお申し込みください。

【開館時間】９時～17時
【１月休館日】月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯、
　　　　　　　13日㈫、14日㈬

●「半川奇行陶墨展」

期間　１月４日㈰～18日㈰
●「五百亀作品・エチュード編」～習作の魅力を探る～

期間　１月６日㈫～６月21日㈰
●「思い出のアルバム」

　　　～サークル「フォトアクア」による～

期間　１月20日㈫～31日㈯
※初日は13時から、最終日は15時まで

●「実技講座」開設のお知らせ

　「基礎を徹底的に学んでほしい」と常々語っていた五

百亀の思いを受け継ぎ、毎月１～２回の予定で絵画等の

実技講座（基礎編）を開設します。絵を描いてみたいと

思う方はぜひお申し込みください。

※１月24日㈯以降に開始予定
●市民ギャラリー・会議室利用者募集中

※詳細は五百亀記念館にお問い合わせください。

【開館時間】９時～19時
【１月休館日】月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯、
　　　　　　　13日㈫、14日㈬

【開館時間】８時30分～17時
【１月休館日】月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯、
　　　　　　　13日㈫、14日㈬

▼　プラネタリウム情報　▼

投影開始時間（10分前にはお越しください。約30分投影）

　○火～金曜日：13時30分、15時

　○土・日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、

　　　　　　　　　　　15時30分　

　※第２・４土曜日の11時の１回目は観覧料無料です。

観覧料　50～200円（幼児、65歳以上の方は無料）

ワンピース　プラネタリウム
～麦わらの一味と星空の航海へ！～

●のみの市

　家庭の不用品をご提供ください。※ぬいぐるみは除く

期間　１月４日㈰～12日㈪　　主催　どんぐり委員会

●市内小・中学生無料開放日

日時　１月10日㈯　10時～12時
●無料クロール教室

日時　１月24日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生

●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！

登録料　市民：無料　市外の方：1,000円（年度ごと）

使用料　300円（１回）　ＤＶＤ録画　200円

【開館時間】10時～21時
【１月休館日】月曜日（12日開館）、１日㈭～５日㈪、
　　　　　　　13日㈫

●特別展示　久保克文作品展

　久保克文氏の油絵作品を

展示。

期間　１月７日㈬～30日㈮
※最終日は16時まで

【開館時間】９時～17時
【１月休館日】月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯、
　　　　　　　13日㈫、14日㈬

●福寿草展

　橘公民館絵画教室「福寿草」

の仲間による作品展です。水彩

画・パステル画・切り絵などの

作品を展示します。ぜひご覧く

ださい。

期間　１月６日㈫～30日㈮
場所　椿交流館内

　　　まちづくり展示コーナー

【開 館 時 間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【１月休館日】オアシス館：無休　　椿交流館：水曜日

い 　 お 　 き

22広報さいじょう　2015　 １月号



西条図書館：大町1590　TEL0897－56－2668

東予図書館：周布427　 TEL0898－65－4797

丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　TEL0898－68－8711

小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　TEL0898－72－5634

【開館時間】西条図書館：９時～22時
　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【１月休館日】西条図書館：１日㈭～３日㈯、31日㈯
　東予図書館：月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯、
　　　　　　　13日㈫、14日㈬、31日㈯
　丹原図書館：金曜日、１日㈭～３日㈯、13日㈫、31日㈯
　小松温芳図書館：水曜日、１日㈭～３日㈯、13日㈫、31日㈯

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　１月10日㈯　15時～16時　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会
　１月21日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時　
　　　　　　　対象：乳幼児

東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　１月21日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○ばらっこおはなし会
　１月10日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会
　１月22日㈭　10時30分～11時　　対象：乳幼児
小松温芳図書館
○おはなし会　１月24日㈯　10時30分～　対象：乳幼児以上
※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

▼特別館内整理期間に伴い、各図書館が次の日程で休館します。
　西条図書館：２月21日㈯～28日㈯
　東予図書館：３月２日㈪～10日㈫
　小松温芳図書館：３月11日㈬～19日㈭

１月のおはなし会
●９日・23日（金曜日）

オレンジハイツグラウンド 10：00～10：40

グリーンハイツグラウンド 10：50～11：30

玉津小学校　　　　　　13：00～13：30

田滝小学校　　　　　　14：20～14：50

田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●16日・30日（金曜日）

船屋集会所　　　　　　10：00～10：40

玉津団地集会所　　　　10：50～11：20

西条小学校　　　　　　13：00～13：30

桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00

●10日・24日（土曜日）

楠河公民館　　　　　　10：00～10：30

庄内小学校　　　　　　10：50～11：20

国安公民館　　　　　　11：40～12：00

多賀小学校　　　　　　13：10～13：40

周布小学校　　　　　　13：50～14：20

吉井公民館　　　　　　14：30～15：00

伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40

●４日・18日（日曜日）

千野々バス停前　　　　９：30～10：00

兎之山集会所　　　　　10：20～10：50

舟形バス停横　　　　　11：00～11：30

大郷集会所　　　　　　13：30～14：00

志川集会所　　　　　　14：20～14：50

中川公民館　　　　　　15：00～15：30

●５日・19日（月曜日）

野々市集会所　　　　　10：00～10：30

西田集会所前　　　　　10：40～11：10

壬生川小学校　　　　　13：00～13：30

東予北地域交流センター　13：50～14：20

庄内公民館　　　　　　14：40～15：20

●13日・27日（火曜日）

飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40

飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20

橘小学校　　　　　　　13：00～13：30

西条西部公園　　　　　13：40～14：10

石根公民館　　　　　　14：30～15：00

●７日・21日（水曜日）

大谷西　　　　　　　　10：00～10：30

西福寺入口　　　　　　10：40～11：10

神戸小学校　　　　　　13：00～13：30

神戸公民館　　　　　　13：40～14：10

氷見公民館　　　　　　14：20～14：50

東部ウイングサポートセンター　15：10～15：40

●14日・28日（水曜日）

橘公民館　　　　　　　10：00～10：30

グループホームまなべ駐車場　10：40～11：10

飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50

生涯学習の館　　　　　14：00～14：40

港新地集会所　　　　　14：50～15：20

●８日・22日（木曜日）

市民の森入口分岐点　　10：00～10：30

ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20

禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30

徳田公民館　　　　　　14：00～14：40

吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

１

●ゲーム遊び

　１月10日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人

●えいごであそぼう！（要申込）

　１月17日㈯　10時30分～11時30分

　対象：小学生　定員：15人

●ニコニコクッキング　うどんづくり（要申込）

　１月31日㈯　10時～12時　場所：大町公民館調理室

　対象：小学生　定員：10人

　必要な物：エプロン、三角巾、ハンドタオル

●キッズエアロビクス

　１月７日㈬　10時30分～11時30分

　対象：小学生　定員：20人

●茶道クラブ

　１月10日㈯　10時～12時

　対象：幼児・小学生

●たこあげ大会（要申込）

　１月24日㈯　10時30分～11時30分

　対象：小学生　定員：20人

●ジャンボかるたであそぼう

　１月10日㈯　13時30分～

●おもちつき（要申込）

　１月25日㈰　10時30分～12時

　対象：幼児・小学生　定員：20人

●リトミック（要申込）

　１月28日㈬　10時30分～11時

　対象：２歳～未就学児親子　定員：10組

西条西部児童館 氷見西新開59　TEL0897－57－6061

西条児童館 大町456－1　TEL0897－56－2511 広岡甲92－2　TEL0898－66－5342東予西児童館

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【１月休館日】月曜日、１日㈭～３日㈯、13日㈫

●もちつき大会（要申込）

　１月18日㈰　10時～12時

　対象・定員：小学生30人・幼児親子15組

●土曜エプロン教室

　「おやつにピッタリ練乳餅作り」（要申込）

　１月24日㈯　14時～15時

　対象：小学生　定員：10人

　※エプロンクラブ員に登録している人は申込不要

丹原児童館 丹原町池田1802－3　TEL0898－68－6960
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旬の西条産品

中晩柑(中晩生柑橘）

　愛媛県は言わずと知れた柑橘王国です。温州みかんの生産量は

和歌山県に次ぐ第２位ですが、中晩柑類は他地域に比べ群を抜いており、

柑橘類全体では長年日本一の生産量を誇っています。中晩柑とは12月以降に

収穫される温州みかん以外の柑橘類を指します。

　南予地方や島しょ部のみかんは全国的にも有名ですが、西条市でも多種多様で高品質な

柑橘類が栽培されており、石鎚神社の周辺で生産されている「だんみかん」は高級みかんとして知られて

います。愛媛県では、付加価値の高い品種の開発と栽培に力を入れており、その中でも紅まどんなや甘平

（かんぺい）など、愛媛県のオリジナル品種は他県で生産されることはありません。西条市でも紅まどんな、

せとか、甘平、いよかん、八朔（はっさく）、デコポンなどの多くの品種が栽培されています。

　近年よくみかけるようになった「紅まどんな」は

愛称で、品種名は「愛媛果試第28号」といいます。

また「デコポン」も同様で、品種名は「シラヌヒ」

（主な品種）といい、それぞれ独自の基準を満たし

たものだけがその名前を使用できます。

　右のカレンダーのように、品種によって、出荷量

が増え、食味が良くなる旬の時期が変わります。

【旬のカレンダー】年により時期が前後する場合があります。

　市内の小売店などでは、市外県外からの柑橘類がたくさん並んでいますが、よく見るとその

中にも西条産を見つけることができます。皆さんも西条産の旬を探してみませんか。

ふるさと産品通信

問合せ　市庁舎新館４階　産業政策課ブランド戦略係

TEL0897－52－1380

＜材　料＞１個分　　※今回は紅まどんなを使用

　お好みの柑橘の果汁…250cc、レモン汁…５cc、砂糖…30g、

　水…50g、果肉…適量

＜作り方＞

　①お湯50ccにゼラチンを振り入れよくかき混ぜる。

　②果汁に砂糖を加え、電子レンジで少し温め、ゼラチンに加え

　　よく混ぜる。

　③容器に移し、粗熱が取れたら冷蔵庫で冷やす。

　④固まったら果肉と一緒に、容器に盛り付ける。

　※砂糖の量は使用する柑橘の種類、またお好みによって加減し

　　てください。

　※果汁の量を増やすと柔らかで口当たりの良い食感になります。

＜ひとこと＞　柑橘類は皮に張りがあり、ずっしりと重みを感じるもの、ヘタのみずみずしいものを選びま

　　　　　　しょう。保存する場合は直射日光や暖房を避け、風通しのよい冷暗所で保存しましょう。

柑橘のゼリー柑橘のゼリー

西条市の特産品を活用した新メニュー西条市の特産品を活用した新メニュー

新たな
ご当地
グルメ

みずみずしく甘酸っぱいデザートみずみずしく甘酸っぱいデザート

紅まどんな

デコポン

いよかん

甘平

せとか

八朔

紅まどんな

デコポンデコポン

いよかんいよかん

甘平甘平

せとかせとか

八朔八朔

12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

紅まどんな

ちゅうばんかん ちゅうばんせいかんきつ
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11/22　千枚棚田の里で農村体験 in 千町 11/12 指揮者の号令のもと、火点めがけて放水！

　自衛消防隊員の消防技術の習得、初期消火活動の迅速化

などを目的に「事業所対抗屋外消火栓操法大会」を開催。

屋外消火栓設置事業所から11チームが参加し、訓練の成果

を十分に発揮したルネサスセミコンダクタマニュファクチ

ュアリング㈱西条工場チームが第１位に輝きました。

好成績を収めました！スペシャルオリンピックス

　第６回スペシャルオリンピックス日本夏季ナショナ

ルゲーム・福岡が11月１日から３日間開催され、S O N

・愛媛選手団として、西条市から参加された選手の皆

さんが市役所を訪問しました。日頃の練習の成果を発

揮して好成績を収めたことを市長に報告しました。

練習の成果を発揮！全国障害者スポーツ大会

　第14回全国障害者スポーツ大会が11月１日から３日

間、長崎県で開催され、愛媛県選手団として西条市か

ら参加した選手の皆さんが市役所を訪問しました。練

習の成果を発揮できたことや、全国から集まった選手

たちとの交流ができたことを市長に報告しました。

頑張りました！　農業クラブ全国大会入賞飯岡小学校ＰＴＡが文部科学大臣表彰受賞

　地域と一体となったＰＴＡ活動の成果が高く評価さ

れ、飯岡小学校ＰＴＡが「平成26年度優良ＰＴＡ文部

科学大臣賞」を受賞しました。11月19日に東京で行わ

れた表彰式の様子や、たぬきの会（父親部）などの熱

心な活動について市長に報告しました。

　加茂地区の千町で開催された愛媛県主催の「棚田ふ

れあい教室」。快晴の天気のもと、市内外のちびっこ

と、その家族８組計21人の参加者が集まり、棚田の散

策や大声コンテスト、棚田米でおにぎり作りなどを楽

しみながら、地域の人たちとの交流を深めました。

　第65回日本学校農業クラブ全国大会で入賞した西条

農業高校、丹原高校の生徒９人が入賞の報告に、市役

所を訪問しました。生徒たちからは普段の練習や試験

の様子についての報告があり、市長からねぎらいと今

後の活躍への激励の言葉が贈られました。
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　2017年のえひめ

国体において西条

市で開催される山

岳競技（クライミ

ング）の体験教室

を石鎚山ハイウェ

イオアシス館で開

催しました。

　参加した多くの

小学生たちは、世

界的にも有名な国

際ルートセッター

である東秀磯さん

による丁寧な指導

でクライミングを

楽しみました。

舞台での熱演に大きな拍手！　モダンダンスと吟詠剣詩舞　～県民総合文化祭～

11/30　自分のプレーに自信を持つために！ 11/29・30　元気いっぱい楽しむクライミング

11/23　みんなで「いのちの森づくり」

　地域の皆さんがボランティアで参加し、市道船屋王

至森寺線に高木、低木合わせて2000本の苗木を植樹し

た「いのちの森づくり in 西野口」。豊かな緑が失わ

れつつある中、多様な苗木に直接触れて、自然の豊か

さや森の大切さを知る機会となりました。

11/24　初めてのスポーツに一生懸命挑戦！

モダンダンス公演モダンダンス公演 吟詠剣詩舞公演吟詠剣詩舞公演

　西条市合併10周年記念事業として、県民総合文化祭のモダンダンス公演が11月24日に総合文化会館で、吟詠剣

詩舞公演が11月30日に丹原文化会館で開催されました。県内各地から、多くの出演・来場がありました。

　市内で活動している団体をはじめ、道前太鼓・小松囃子、ホラ貝、三芳祝い太鼓、田宮流居合術などの出演も

あり、西条ならではの公演となりました。出演された皆さんは、日頃の研さんの成果を十分に発揮され、その熱

演に会場は一体となり、大きな拍手が送られました。

　さまざまな種目でトップアスリートに指導を受けら

れるスポーツ教室。11月はモハマド・イズワン・ビン

・イブラヒーム氏を講師にバドミントン教室を開催。

参加した小学生84人は世界レベルのコーチングを受け、

自分の得意なプレースタイルをさらに磨きました。

　トップアスリートたちの指導でバスケットボール、バ

レーボール、タグラグビー、ハンドボールを体験する教

室と、大人と子どもがスポーツの楽しさを体験するプロ

グラムを合わせた「ボールゲームフェスタ」。参加した

小学生は一生懸命ボールを笑顔で追いかけていました。
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12/6～9　０系新幹線と夢のコラボレーション

11/30　気軽にのんびりサイクリング11/30　人権について考える時間を大切に！

　ＪＲ予土線の宇和島～窪川間で運行中の「鉄道ホビー

トレイン」と四国鉄道文化館北館で展示中の「０系新幹

線」を並べる特別展示を、ＪＲ四国のご協力で開催しま

した。夢の競演を一目見ようと大勢の家族連れやファン

が来館。２両の前で記念撮影などを楽しんでいました。

12/7　大地震に備えて地域防災力の強化を！ 12/7 収穫期恒例イベントで楽しいひととき！

12/6・7　楽しくミニ列車の旅を満喫

　総合文化会館で開催された「差別をなくする市民の集

い」。人権コーラスグループ「メモリーリング」の歌や

関西外国語大学の明石一朗教授の講演、小・中・高等学

校児童生徒の人権作品の展示があり、700人を超える参

加者は、共に人権について考える時間を過ごしました。

　南海トラフ巨大地震を想定し、河北中学校で開催し

た「総合防災訓練」。三芳・楠河・庄内地区住民対象

の避難訓練や、住民、企業、小・中学生による救出搬

送、応急救護、避難所運営などの訓練があり、参加し

た皆さんは、一つ一つ真剣に取り組んでいました。

　四国鉄道文化館南館に整備した延長約235ｍの軌道

を走行する「ミニＳＬ乗車会」を開催。乗車会は「四

国ミニＳＬ倶楽部」所属の愛好家のご協力で、ミニＳ

Ｌやバッテリーで動く新幹線など12両が運行され、多

くの子どもたちがミニ列車旅行を満喫していました。

　サイクリングコースを整備後、はじめて開催したイ

ベントの「気軽に名水ライドin SAIJO」には、市内外

から45人のサイクリストが参加しました。名水「うち

ぬき」を飲んだり、西条の歴史について説明を受けた

りして、のんびりとサイクリングを楽しみました。

　今年も米消費拡大や地産地消の推進を目的に「丹原

町産業まつり」を開催。来場した皆さんは、景品付き

餅投げ、新米の試食やつきたて餅、手づくり食品、木

工製品等の販売や干柿づくり、竹灯篭づくりの体験コ

ーナーなどで楽しいひとときを過ごしました。
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「障害者週間」記念標語優秀作品発表

■最優秀賞　佐伯優輔（石根小５年）　考えず　さし出すその手が　思いやり

　障害者週間（12月３日～９日）にちなみ、障害者福祉やボランティア活動をテーマにした標語を市内の小学

５・６年生から募集したところ、1,939点の応募があり、審査の結果、次の方々が受賞されました。（敬称略）

■入選　日野聖里菜（神拝小５年）

　　　　笠崎琢心（神拝小６年）
　　　　藤田梨央（西条小５年）
　　　　越智　匠（国安小６年）

■特別賞　
　越智萌々香（橘小６年）
　塩田真幸（氷見小５年）
　藤原帆花（大町小５年）
　ウェストロップはんな
　　　　　（禎瑞小５年）
　福田萌々（壬生川小５年）
　松木　唯（吉井小６年）
　渡邉雅子（田滝小６年）
　髙橋綱将（小松小５年）

■優秀賞
○中野胡春（玉津小５年）
　大事な「目」
　みる「目」気付く「目」
　伝える「目」
○鈴鹿琢朗（周布小６年）
　あたりまえ
　まちがっていない？
　あなたの基準
○十亀友太（徳田小６年）
　思いやり　態度で見せよう
　自分から
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№111№111
身近な人権・同和問題を考える

　西条市教育委員会

　次の方々からまごころ銀行にご厚志をいただ
きました。
　心からお礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■個人
○柳瀬英子（壬生川）
■各種団体
○創作の家　陶芸クラブ
○㈱こっこー　　○てんまり
○かれん美容室　○庄内公民館
■問合せ
　西条市社会福祉協議会　TEL0898ー64ー2600

国際ソロプチミストいしづち
から寄付・寄贈されました

　11月17日に「国際ソロプチミストいしづち」

から、社会貢献活動の一環として、西条地区防

犯協会に対し、安全・安心見守りカメラ基金へ

寄付をいただく

とともに、市内

保育所に対して

も避難車が寄贈

され、贈呈式が

行われました。

　12月１日に、宇佐美　進さん（吉田）から丹

原文化会館に舞台用譜面台100台が寄贈され、

目録が手渡されました。

　寄贈された譜

面台は、文化会

館の各種活動な

どに有効に利用

させていただき

ます。

舞台用譜面台100台が
寄贈されました

　今後の県の環境施策に活かすため、オンライ

ンによるアンケートを実施しますので、ご協力

をお願いします。

■期間　１月13日㈫～２月27日㈮
■回答方法　ウェブ上で回答または郵送・FAX

■ＵＲＬ　http://www.pref.ehime.jp/h15600/

　　　　　k-ishiki/annai.html

■問合せ　愛媛県環境政策課

　　　　　TEL089ー912ー2345

　　　　　FAX089ー912ー2344

環境に関する県民意識調査に
ご協力ください
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■行政相談

○１月13日㈫　10時～12時　東予総合支所１階第１会議室
○２月３日㈫　10時～12時　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線134
○１月13日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
○１月27日㈫　９時～12時　徳田公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　TEL0898－68－7300内線231
○１月13日㈫　13時～15時　市庁舎新館１階広報広聴課
　問合せ　市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243
○１月23日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　TEL0898－72－2111内線215
■人権相談

○月～金曜日（祝日・年末年始除く）　８時30分～17時15分

　松山地方法務局西条支局

　問合せ　松山地方法務局西条支局　TEL0570－003－110
　　　　　西条人権擁護委員協議会　TEL0897－56－0188

■法律相談

　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）

　事前予約が必要。先着順（予約受付は１月５日㈪～）
○１月14日㈬・28日㈬　13時～17時
　市庁舎新館１階広報広聴課

　問合せ　市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1493
○１月21日㈬　13時～17時　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線134
■消費生活相談　月～金曜日（祝日・年末年始除く）　

○８時30分～17時15分

　市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1495

　各総合支所総務課（電話番号は14頁上段掲載）

■司法書士法律無料相談

　（相続、遺言、多重債務相談を含む）

　１月20日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　中央公民館
　問合せ　愛媛県司法書士会　TEL0898－68－3373　担当：池田
■不動産無料相談

　１月８日㈭　13時～15時　
　西条宅建協会（明屋敷57－11兵庫ビル２階）

　問合せ ・ 主催　西条宅建協会　TEL0897ー55ー0988
■無料不動産相談

　１月13日㈫　13時～15時
　西条商工会館東予支所　TEL0898－64－5000

　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所
■社会保険等相談

　１月８日㈭　10時～16時　東予総合支所　１階会議室１
　問合せ　市庁舎新館４階商工振興課　TEL0897－52－1482
■東予若者サポートステーション出張相談会

　１月６日㈫・20日㈫・27日㈫ 13時～17時（完全予約制）

　ハローワーク西条

　問合せ　東予若者サポートステーション　TEL0897－32－2181

■子育て相談

◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）

　日曜日・祝日　10時～15時　総合福祉センター（もてこい元気館）

　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　TEL0897－55－1018
　※１月17日㈯　10時～12時　「たんぽぽくらぶ」でも専門的な
　　相談を実施します。

◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）

　○ひだまり　　　総合福祉センター内　TEL0897－55－1018

　○おさなごゆめの城　　飯岡保育園内　TEL0897－55－2311

　○らっこ・はうす　　東予南保育所内　TEL0898－64－3112

　○たんぽぽくらぶ　　小松東保育所内　TEL0898－72－2538

　○さくらんぼ　　中川さくら保育園内　TEL0898－73－2141

　○元気にこにこ堂　紺屋町商店街フロム２階　TEL090－7624－9420

■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分

◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日・年末年始除く）

　市庁舎新館２階女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課

◆ＤＶ・婦人相談

　月～金曜日（祝日・年末年始除く）市庁舎新館２階女性児童福祉課

　毎週水曜日（祝日・年末年始除く）東予総合支所市民福祉課

◆母子自立相談

　火・水・金曜日（祝日・年末年始除く）市庁舎新館２階女性児童福祉課

　月・木曜日（祝日・年末年始除く）東予総合支所市民福祉課

　問合せ　市庁舎新館２階女性児童福祉課　TEL0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　　　TEL0898－64－6767

■心配ごと相談

○総合福祉センター（もてこい元気館）　TEL0897－53－0880

　月～金曜日（祝日・年末年始除く）　13時～16時

○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　TEL0898－64－2600

　月・金曜日（祝日・年末年始除く）　９時～12時

○丹原福祉センター　TEL0898－76－2433

　毎週火曜日（祝日・年末年始除く）　９時～12時

○小松地域福祉センター　TEL0898－72－6363

　第２・４水曜日（祝日・年末年始除く）　13時～16時

　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所

■補聴器相談会

○１月14日㈬　10時～15時　市庁舎新館１階相談室３
○１月14日㈬　10時～15時　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎新館２階社会福祉課　TEL0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会

　１月15日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室

　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）TEL0897－53－1803
■お酒の悩み相談

　１月28日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　TEL0897－55－8030　担当：辻本
■青少年電話相談

◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時

　TEL0897－52－2828（青少年育成センター）

◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付

　TEL0570－０－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話はTEL089－960－8522）

日　時　　１月31日㈯　
　　　　　13時～15時

場　所　　西条市総合福祉センター　３階　会議室２

内　容　　13時～　労災職業病・労災補償などの説明会

　　　　　14時～　個別健康相談

必要なもの　○本人の健康保険証

　　　　　　○職歴（厚生年金記録、雇用保険記録）

　　　　　　○会社の健康診断記録

問　合　せ　全日本建設交通一般労働組合愛媛県本部

　　　　　　TEL089－976－5550（土日祝日除く）

■労災職業病無料健康相談会（個人情報秘密厳守）労災職業病や労災申請など、なんでもご相談ください。



調理師の皆さんへ

　これらの免許をお持ちの方は、法律に基づき

平成26年12月31日現在の氏名、住所などを１月

15日㈭までに保健所へ届出をすることとされて
います。医師届出票は、ご本人の同意により愛

媛県の医師確保対策の検討等に活用することが

できるようになりましたので、ご協力（届出票

右下の同意欄に○「マル」印）いただきますよ

うお願いします。

　詳細は西条保健所までお問い合わせください。

■問合せ

　西条保健所　企画課企画情報グループ

　TEL0897－56－1300（内線313）

平成26年医師・歯科医師・
薬剤師の届出をしてください

医師・歯科医師・薬剤師の皆さんへ

　調理業務に従事している調理師の方は、調理

師法に基づき、２年ごとに届出が義務付けられ

ています。

　現在、調理師免許を取得しており、集団給食

施設や飲食店営業、魚介類販売業、そうざい製

造業で調理に従事している方は、１月15日㈭ま
でに調理師業務従事者の届出をしてください。

　届出用紙は保健所に準備しているほか、愛媛

県ホームページからもダウンロードできます。

■問合せ

　西条保健所　生活衛生課生活衛生係

　TEL0897－56－1300（内線340）

調理師業務従事者の
届出をしてください

こころの相談（要予約）

■日　時　１月26日㈪　13時～16時
■場　所　中央保健センター

■内　容　生活上の問題、治療、社会復帰など

　　　　　に関する心の健康相談

■担　当　医師および保健師

■申込先　中央保健センター

【コース例】
市民の森・考古歴
史館・武丈コース

ウォーキングマップを
作成しました

　ウォーキングは手軽に始め

ることができ、身体的な負担

も少なく、気分転換にもなり

ます。健康づくりとしてウォ

ーキングを広めるため、健康

づくり推進員が実際に市内各

地を歩いて作成しました。

　25コースあるマップには、

地域の身近な情報も盛り込ん

でいます。保健センターや各

公民館などにありますので、

ぜひご活用ください。

■問合せ　中央保健センター 【表紙】
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25コースのマップは
市ホームページにも
掲載します！
http://www.city.saijo.ehime.
jp/khome/kenkoiryo/index.html



■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相

談や情報交換が行えます。相談には助

産師・保育士・保健師・栄養士などの

専門スタッフが応じ、問題解決に向け

て一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、

　接触された方、治って間もない方の

　来場は、ご遠慮ください。

○日時

　毎週火曜日（祝日除く）

　10時～15時（受付：14時30分まで）

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や、保護者の方が気

軽におしゃべりのできる空間を提供し

ています。

○日時　毎週月・木曜日　９時～16時

　（祝日・１月１日除く）

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）

　受付時間：13時30分～16時

○中央保健センター  １月５日㈪・
　　　　　　　　　　２月２日㈪
○東予保健センター　１月14日㈬・
　　　　　　　　　　２月９日㈪
○丹原保健センター　１月19日㈪・
　　　　　　　　　　２月16日㈪
○小松保健センター　１月26日㈪・
　　　　　　　　　　２月23日㈪
■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日（祝日除く）10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日（祝日除く）９時～15時

◆難病医療相談（要予約）

　１月27日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所

　　　　　TEL0897－56－1300

■１月の献血日程
◆愛媛県建設業協会　西条支部

　１月15日㈭　10時～12時・
　　　　　　　13時～14時30分

◆西条市総合福祉センター

　１月16日㈮　９時30分～12時
○問合せ　西条保健所

　　　　　TEL0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、

　　　　小松：小松保健センター

※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）

※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへ

　ご連絡ください。

１月の乳幼児健康診査

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～13：30

小松 小松

15日㈭

20日㈫

27日㈫

21日㈬

８日㈭

６日㈫

22日㈭

13：00～14：00 中央 西条平成26年９月１日～
９月30日の出生児

平成26年９月１日～
10月31日の出生児

13：00～13：30

東予 東予

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松

平成25年６月１日～
６月30日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成23年12月１日～
12月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　「看護の日・看護週間」の記念行事の一環として、日常の中で

「看護の心」を体験された皆さまから、看護師になりたい、看護

師の家族への思い、忘れられない看護の場面など、看護にまつわ

るエピソードを募集します。

応募資格　愛媛県内在住者（年齢・職業・性別不問）

応募内容　エッセイ　※800字以内、必ず題名をつける。

募集期間　１月５日㈪～３月13日㈮　※当日消印有効
各　　賞　最優秀賞…図書券１万円分（１人） 

　　　　　優 秀 賞…図書券５千円分（２人） 

　　　　　入　　選…図書券２千円分（３人）

表 彰 式　看護の日記念行事開催日（５月10日㈰予定）
応募方法　必要事項（郵便番号、住所、氏名、ふりがな、性別、

　年齢、電話番号、メールアドレス（ある方のみ）、職業）を記

　入し、作品とともに郵送またはＥメールでご応募ください。

宛先・問合せ　〒790－0843　松山市道後町２丁目11－14

　公益社団法人愛媛県看護協会　TEL089－923－1287

　Ｅメール：nursing-ehime@circus.ocn.ne.jp

１月の乳幼児相談

13日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

９日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

８日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、

　　　　　　　　　理想の体重に近づこう

　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、

　　　　　　　　　体の内側から美しくなる

体の中から健康になる　食事のつぼ講座

▼食事のつぼ講座　１月・２月の日程等　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

バランス編

２月27日㈮

２月20日㈮

カロリー編 受講時間

１月23日㈮

１月16日㈮

第４回愛媛の
「看護にまつわるエピソード」募集

５日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

16日㈮　９：30～11：00　徳田公民館

16日㈮　10：00～11：00　石根公民館

33 広報さいじょう　2015　 １月号



34広報さいじょう　2015　 １月号

１月の当番病医院

平日夜間の当番病医院
　内科は 19 時から 22 時までは休日夜間急患センター（TEL0897－52－2001）をご利用ください。

年始の当番病医院

休日の当番病医院
　内科・外科ともに９時から 18 時までは休日夜間急患センター（TEL0897－52－2001）をご利用ください。

４
㈰
11
㈰
12
㈪

25
㈰

18時から22時まで 18時から22時まで

日 日内　　　科 外　　　科 内　　　科 外　　　科

18
㈰

※ 当番病医院は受診できない診療科がありますので、必ず当番病医院で確認してください。

※ 急病以外は診療時間内に受診しましょう。

※ 休日夜間急患センターは限られたスタッフで運営しているため、インフルエンザ等流行時には待ち時間が

　 長くなることがありますので、あらかじめご了承ください。

※ 休日夜間急患センターは年末年始も診療を行いますので、12月30日から１月３日までの間、９時から18時

　 まで、内科・外科の救急患者（軽症の方）に対して応急診療を行います。

５
㈪
６
㈫
７
㈬
８
㈭
９
㈮
10
㈯

16
㈮

15
㈭

14
㈬

13
㈫

17
㈯
19
㈪

18時から22時まで 18時から22時まで

日 日外　　　科 外　　　科

23
㈮

22
㈭

21
㈬

20
㈫

24
㈯
26
㈪

31
㈯

日 外　　　科

30
㈮

29
㈭

28
㈬

27
㈫

日 外　　　科

広 告 欄 広 告 欄

※当番病医院は変更する場合がありますので、受診される方は

　各病医院もしくは、テレホンサービス TEL0897－58－2200
　でご確認ください。

１
㈭

１
㈭

９時から18時まで 18時から22時まで

日 日内　　　科 外　　　科 内　　　科 外　　　科

２
㈮

２
㈮
３
㈯

３
㈯



■当番病医院

　０８９７ー５８ー２２００（常　時）

■災害情報

　０８９７ー５５ー５５５１（発生時）

平成26年11月末日現在

住民基本台帳登録数

 ( )内は前月比

人口 113,001 人 (－ 2 1 人)

　男　54,301 人（－ 2 2 人）

　女　58,700 人（＋ １ 人）

世帯　49,746 世帯(＋ ５ 世帯)

広 告 欄 広 告 欄

撮
影：

十
亀
茂
樹

No.113　カワアイサ（冬鳥）
　全長65㎝、雄は赤く長いくちばしと緑色の丸い顔、胸と脇の

白さが目立つ大型のカモです。「秋沙(アイサ)」とは「秋早く渡

って来る鳥」の意味で、現在では魚食性の潜水ガモのウミアイ

サ、ミコアイサなどの名前となっています。西条では黒瀬ダム

湖、中流域の淀みなどの淡水域や加茂川河口で時々見られます。

【問合せ】

　愛顔つなぐえひめ国体・えひめ大会西条市実行委員会
　（西条市役所　国体推進課内）TEL0897－52－1660

愛顔（えがお）つなぐえひめ国体・えひめ大会のＰＲ活動愛顔（えがお）つなぐえひめ国体・えひめ大会のＰＲ活動

　去る11月15日・16日に市内商業施設で「2017愛顔(えがお)つなぐえひめ国体（第72回国民体育大会）

・　　　・えひめ大会（第17回全国障害者スポーツ大会）」のＰＲ活動を、県と市の実行委員会が連

　　　　携して行いました。パネル展示やみきゃんグッズがもらえるゲームや、みきゃんやカブちゃ

　　　　ん、チャップン爺やんも登場して会場は大いに盛り上がりました。

■開催期間　平成29年９月30日㈯～10月10日㈫
■西条市開催競技
○サッカー：少年男子　
○ハンドボール：成年男子・成年女子
○軟式野球：成年男子
○ソフトボール：少年女子
○山岳（リード・ボルダリング）：全種別

愛顔つなぐえひめ国体（第72回国民体育大会）

愛顔つなぐえひめ大会
　　　　　　（第17回全国障害者スポーツ大会）

■開催期間　平成29年10月28日㈯～30日㈪
■西条市開催競技
フライングディスク（身・知）
身：身体障害者の方が出場できる競技

知：知的障害者の方が出場できる競技

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 　

　　　

　　

えがお

えがお

えがお

チャップン爺やんみきゃんとカブちゃん
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広 告 欄 広 告 欄

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　TEL0898－68－3555

TEL0898－68－3555

TEL0897－52－125410：30

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

丹原文化会館１

平成27年　西条市成人式日

500円

大ホール 市教育委員会社会教育課

全　　館

ハーモニカ・コンサート

11 10：00

12：30 13：00 大ホール 1000円18

25

日

日
第10回　西条市ＰＴＡ大会 8：30 9：00 大ホール

TEL0898－76－2119宇佐美　進

火６ 吹奏楽クリニック（合奏） 9：00

無　料

無　料
TEL0897－52－1254市ＰＴＡ連合会

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【１月の休館日】毎週月曜日（12日開館）、１日㈭～３日㈯、13日㈫、14日㈬

市総務課

中央公民館 TEL0898－65－4030

(一社)日本電気協会四国支部 TEL087－822－6161

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【１月の休館日】毎週月曜日（５日・12日開館）、１日㈭～３日㈯、13日㈫～15日㈭

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　TEL0897－53－5500

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

１ 10：30新年市民祝賀会

日11

8：30平成26年度　古川保育園　発表会

日18

大ホール9：00 9：30

第10回　西条市公民館フェスティバル

土24

小ホール8：30 9：45

平成27年　西条市成人式

21

25

水

日 第19回　葵歌謡愛好会“新春歌の祭典” 9：30 9：50

無　料

神拝保育園　発表会 8：30

無　料

神拝保育園 TEL0897－55－3052

無　料

TEL0897－55－3442

大ホール

大ホール

12 月 社交ダンス 12：00 小ホール 1000円 曽我部栄子 TEL090－3184－4177

葵歌謡愛好会（越智） TEL0897－55－2846

9000円
※事前申込必要

市教育委員会社会教育課 TEL0897－52－1628

31 土 9：00 大ホール 無　料

無　料
※指定席

（一部自由席あり）

月５

9：00

TEL0897－52－1256

土10

大ホール

無　料 市教育委員会社会教育課 TEL0897－52－1254

古川保育園 TEL0897－55－7143

めぐみ保育園・幼稚園

大ホール 無　料

めぐみ保育園・幼稚園 おゆうぎ会 9：00 9：30

28 水 西条市文化協会　芸術文化賞贈呈式 13：30 14：00 小ホール

13：00 13：30

無　料

第一種電気工事士定期講習

合併10周年記念特別講演会 13：00 13：30 大ホール 無　料

小ホール

小ホール10：00
展 示 室10：00

11：00

２/１ 11時開演
14時開演

日

親子で楽しむクラシック名曲コンサート

こどもオペラ  音楽劇 ３匹のこぶた

総合・丹原文化会館他で
チケット発売中！

中学生以上：1,700円

小学生以下：　500円

親 子 ペ ア：2,000円

※満２歳までのひざ上鑑賞は無料です。

入場料

吉川真澄×河野紘子　デュオリサイタル
～春をうたう～

３/29 14時開演 総合文化会館小ホール日

一　　　般：2,500円（当日3,000円）

大学生まで：1,500円（当日2,000円）

※未就学児の入場はご遠慮ください。

※前売券完売時には当日券なし。

総合・丹原文化会館他で
チケット発売中！

入場料

０歳から入場可

総合文化会館（同日２公演）
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	さいじょう2015年1月号_P25
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	さいじょう2015年1月号_P28
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